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はじめに

このドキュメントでは、WindowsおよびUNIXプラットフォーム上でのWebLogicインストール・プログラムの使用方法について説明します。


対象読者

このドキュメントは、WebLogic Serverをインストールするシステム管理者またはアプリケーション開発者を対象としています。読者は、Webテクノロジに精通しており、WindowsおよびUNIXプラットフォームに関する一般的な知識を持つことを前提としています。


ドキュメントの構成

このドキュメントの構成は次のとおりです。

	
第1章「インストールの概要」では、WebLogic Serverインストーラでインストールできる製品をリストし、インストールに必要なハイレベルのタスクについて説明します。


	
第2章「インストールの準備」では、ソフトウェアをインストールする前に必要な基本情報について説明します。


	
第3章「グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行」では、Javaベースのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)を使用して、WindowsおよびUNIXプラットフォーム上でソフトウェアをインストールする方法について説明します。


	
第4章「コンソール・モードでのインストール・プログラムの実行」では、テキスト・ベースのインタフェースを使用して、WindowsおよびUNIXプラットフォーム上でソフトウェアをインストールする方法について説明します。


	
第5章「サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行」では、XMLプロパティ・ファイルを使用してインストール・オプションを指定することによって、ユーザーの介入なしでソフトウェアをインストールする方法について説明します。


	
第6章「インストール後の情報」では、インストール後のタスクについて説明します。


	
第7章「ソフトウェアのアンインストール」では、グラフィカル、コンソールおよびサイレント・モードでソフトウェアをアンインストールする手順について説明します。


	
付録A「Oracle WebLogic Serverインストール画面」では、各WebLogic Serverインストール・プログラム画面について説明します。


	
付録B「開発専用インストール」では、開発のみに使用されるWebLogic Serverインストーラの情報を示します。


	
付録C「WebLogic Serverインストーラ」では、使用できるWebLogic Serverインストーラをリストし、簡潔に説明します。


	
付録D「JDK 7とともにWebLogic Serverを使用する」では、WebLogic Serverとともに使用するJDK 7をインストールする方法や、JDK 7使用時に発生する可能性がある問題について説明します。





ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。


表記規則

このドキュメントでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
斜体

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。













1 インストールの概要


この章では、WebLogic Serverインストール・プログラムを使用してインストールできる製品をリストで示します。これには、WebLogic Serverインストール・ロードマップも含まれます。

	
インストール可能な製品


	
インストール・ロードマップ






インストール可能な製品

Oracle WebLogic Serverインストーラを使用して次の製品をインストールできます。

	
WebLogic Serverとオプションのサブコンポーネント


	
Oracle Coherenceとオプションのサブコンポーネント




インストールを開始するには、「インストール・ロードマップ」を参照してください。






インストール・ロードマップ

表1-1では、WebLogic ServerおよびオプションのCoherence製品をインストールするために必要なハイレベルのタスクについて説明します。


表1-1 WebLogic Server製品インストール手順のタスク

	タスク	説明	ドキュメント
	
ステップ1: プラットフォームに応じて適切なインストール・ファイルを取得する

	
WebLogic Serverキットを注文した場合、キットにはインストール向けのDVDが含まれています。それ以外の場合、ソフトウェアをダウンロードする複数の方法があります。使用するインストーラは、プラットフォームおよびインストールする製品によって異なります。

	
使用可能なインストールの詳細は、「インストーラのタイプ」を参照してください。

ソフトウェアをダウンロードする方法に関する情報は、「製品の配布」を参照してください。


	
ステップ2: インストール計画要件を満たす

	
システム環境がインストールの要件を満たしていることを確認します。また、Oracleミドルウェア・ホーム・ディレクトリおよび製品インストールのホーム・ディレクトリを決定します。

	
インストール要件は、「インストールの前提条件」を参照してください。

インストールのホーム・ディレクトリの詳細は、「インストールのためのディレクトリの選択」を参照してください。


	
ステップ3: 状況に応じて適切なインストール・モードを決定する

	
グラフィカル・モード、コンソール・モード、サイレント・モードの3つのインストール・モードがあります。

	
「インストール・モード」を参照してください。


	
ステップ4: インストール・タイプを決定する

	
標準インストールまたはカスタム・インストールの2つのインストール・タイプがあります。インストールのタイプは、製品およびインストールするサブコンポーネントによって決まります。

	
インストール・タイプの詳細は、「インストール・タイプの選択」を参照してください。

各製品とコンポーネントの詳細は、「インストール可能な製品コンポーネント」を参照してください。


	
ステップ5: ソフトウェアをインストールする

	
希望するインストール・モードでインストール・プログラムを実行します。各インストール・モードには、詳細なインストール・ログを作成するオプションがあります。

	
詳細なインストール・ログを作成する方法は、「詳細なインストール・ログの生成」を参照してください。

インストール手順は、使用するインストール・モードに応じて次の章を参照してください。

	
グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行


	
コンソール・モードでのインストール・プログラムの実行


	
サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行





	
ステップ6: WebLogicドメインを作成する

	
Fusion Middlewareの構成ウィザード、WebLogic Scripting Tool、またはunpackコマンドを使用して、WebLogicドメインを作成します。

	
「WebLogicドメインの作成」を参照してください。















2 インストールの準備


この章では、WebLogic Serverインストーラの種類とその配布方法について説明します。また、インストールの前提条件、インストール・ディレクトリ構造、インストール・モード、インストール・タイプ、インストール可能コンポーネントについても説明します。

	
インストーラの種類


	
製品の配布


	
インストールの要件


	
インストールのためのディレクトリの選択


	
インストール・モード


	
インストール・タイプの選択


	
インストール可能な製品コンポーネント


	
詳細なインストール・ログの生成






インストーラの種類

次の種類のWebLogic Serverインストーラが利用可能です。

	
OS固有のパッケージ・インストーラ: このタイプのインストーラは、選択したプラットフォーム用のJDKを含むインストール・プログラムのスタンドアロン・バージョンです。インストーラは、選択したプラットフォームによって、.exeファイルまたは.binファイルになります。




	
注意:

サイレント・モード・インストールは、パッケージ・インストーラでのみサポートされています。










	
汎用パッケージ・インストーラ: このタイプのインストーラは.jarファイルです。JRockit SDKおよびSun JDKは含まれていません。このタイプのインストーラを使用して、Javaがすでにインストールされているサポートされたプラットフォームに製品をインストールできます。


	
アップグレード・インストーラ: このインストーラを使用して、既存のWebLogic Serverインストールを最新のパッチ・リリースにアップグレードできます。たとえば、WebLogic Server 10.3.0をインストールしている場合は、アップグレード・インストーラを使用してWebLogic Server10.3.6にアップグレードできます。現在のWebLogic Serverインストールでパッチ・リリースが利用可能な場合、My Oracle Supportからアップグレード・インストーラをダウンロードできます。




	
注意:

Workshop for WebLogicを含む既存のWebLogic Server 10.3.0、10.3.1、10.3.2、または10.3.3インストールがあり、アップグレード・インストーラを使用してそのインストールをWebLogic Server 10.3.6にアップグレードする場合、Workshop for WebLogicをアンインストールしてからアップグレード・インストーラを実行する必要があります。詳細は、第7章「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。









プラットフォームによって、アップグレード・インストーラは、OS固有のパッケージ・インストーラ(.binまたは.exeファイル)または、汎用パッケージ・インストーラ(.jarファイル)になります。

アップグレード・インストーラは、My Oracle Supportからのみ利用可能です。このサイトからダウンロードする方法の詳細は、「My Oracle Supportからのアップグレード・インストーラのダウンロード」を参照してください。


	
開発専用および補助インストーラ: 開発専用インストーラは、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリに展開してWebLogic Serverのインストールを作成するZIPファイルです。開発に必要なすべてのアーティファクトを持つWebLogic Serverインストールが含まれます。WebLogic Serverインストールは本番向けには使用できません。

補助インストーラのZIPファイルを利用して、開発専用インストールでサーバー・サンプルなど追加機能をインストールできます。

このインストーラの詳細は、付録B「開発専用インストーラ」を参照してください。




利用可能なすべてのインストーラのリストは、付録C「WebLogic Serverインストーラ」を参照してください。お使いのプラットフォームに応じたインストーラを取得する方法は、製品の配布を参照してください。






製品の配布

WebLogic Serverインストーラは、次の方法で配布されます。

	
WebLogic ServerインストールDVD。


	
Oracle Software Delivery Cloud Webサイト(http://edelivery.oracle.com/)からダウンロードします。このサイトからは、OS固有のパッケージ・インストーラおよび汎用パッケージ・インストーラのみダウンロードでき、アップグレード・インストーラはダウンロードできません。これらのファイルはZIPファイルとしてダウンロードされます。このサイトからダウンロードする方法は、「Oracle E-Deliveryからのインストーラのダウンロード」を参照してください。


	
Oracle Technology NetworkのWebサイトからダウンロードします。このサイトからは、OS固有のパッケージおよび汎用パッケージ・インストーラをダウンロードできますが、アップグレード・インストーラはダウンロードできません。プラットフォームに応じて、ダウンロードされるファイルは.bin、.jarまたは.exeのいずれかになります。このサイトからダウンロードする方法は、「Oracle Technology Networkからのインストーラのダウンロード」を参照してください。


	
https://support.oracle.com/CSP/ui/flash.htmlのMy Oracle Supportからダウンロードします。このWebサイトからは、アップグレード・インストーラをダウンロードできます。このサイトにアクセスするには、現在のMy Oracle Supportアカウントが必要です。このサイトからダウンロードする方法の詳細は、「My Oracle Supportからのアップグレード・インストーラのダウンロード」を参照してください。






Oracle E-Deliveryからのインストーラのダウンロード

Oracle E-Delivery Webサイトからインストーラをダウンロードするには:

	
WebブラウザにOracle Software Delivery CloudのURL(http://edelivery.oracle.com/)を入力します。


	
要求された場合は、言語を選択して、「続行」をクリックします。


	
サイトの指示どおりにエクスポート・ライセンス契約を完了して、「続行」をクリックします。


	
「メディア・パック検索」ページの「製品パックの選択」ドロップダウンリストから「Oracle Fusion Middleware」を選択します。


	
「プラットフォーム」ドロップダウン・リストからプラットフォームを選択して、「実行」ボタンをクリックします。選択内容に一致するすべての製品が「結果」リストに表示されます。


	
「Oracle Fusion Middleware 11gメディア・パック」のリンクをクリックします。


	
ダウンロードするWebLogic Serverインストーラの「ダウンロード」リンクをクリックします。


	
「保存」をクリックします。


	
ファイルを保存するディレクトリを参照します。「保存」をクリックして、ダウンロードを開始します。圧縮ZIPファイルがダウンロードされます。


	
ZIPファイルを任意のディレクトリに展開します。このファイルには、選択したプラットフォームのインストーラ実行可能ファイルのみが格納されます。このインストーラは、ZIPファイル・パート番号ディレクトリの中に配置されます。









Oracle Technology Networkからのインストーラのダウンロード

Oracle Technology Networkからインストーラをダウンロードするには:

	
WebブラウザにOracle Technology NetworkのURL(http://download.oracle.com)を入力します。


	
ミドルウェアの項でOracle Fusion Middleware 11g リリース1をクリックします。


	
「OTNライセンス契約」をクリックしてライセンス契約を読みます。


	
「ライセンスに同意する」オプションを選択します。インストーラをダウンロードする前に、ライセンス契約に同意する必要があります。


	
画面の指示に従って、現在のリリースに利用可能なインストーラのリストへアクセスして、ご使用のオペレーティング・システムに適したインストーラをダウンロードします。









My Oracle Supportからのアップグレード・インストーラのダウンロード

現在のWebLogic Serverインストールでパッチ・リリースまたはパッチ・セットを利用できる場合、My Oracle Supportからアップグレード・インストーラをダウンロードできます。アップグレード・インストーラを使用すると、既存のWebLogic Serverインストールに利用できるパッチ・リリースまたはパッチ・セットをインストールできます。たとえば、アップグレード・インストールを使用して、既存のWebLogic Server10.3.0、10.3.1、10.3.2、10.3.3、10.3.4または10.3.5インストールにWebLogic Server 10.3.6リリースをインストールできます。




	
注意:

アップグレード・インストーラをダウンロードするには、アクティブなMy Oracle Supportアカウントが必要です。

Smart Updateを使用してパッチ・リリースをダウンロードおよびインストールすることはできなくなりました。My Oracle Supportからアップグレード・インストーラをダウンロードすることにより、既存のインストールを10.3.6にアップグレードすることのみ可能です。









WebLogic Server 10.3.6アップグレード・インストーラをダウンロードするには:

	
WebブラウザでMy Oracle SupportのURL「https://support.oracle.com/」を入力します。


	
「サインイン」をクリックして、My Oracle Supportのユーザー名とパスワードを入力します。


	
次の表に従って、正しいアップグレード・インストーラを選択してください。64ビット・プラットフォームまたは次にリストされていないプラットフォームにインストールする場合、汎用インストーラ(バンドルされたJDKを含まない)を使用する必要があります。


	このインストーラ・プラットフォームの場合...	このパッチ番号をダウンロードします
	
10.3.6汎用アップグレード・インストーラ

	
13529623


	
10.3.6 Linux 32ビット・アップグレード・インストーラ

	
13529653


	
10.3.6 Windows 32ビット・アップグレード・インストーラ

	
13529639


	
10.3.6 Solaris 32ビット・アップグレード・インストーラ

	
13529649

















インストールの要件

以下の節では、インストール要件について説明します。

	
システム要件


	
WebLogic Serverインストール・ユーザー


	
インストール・プログラムを開始する前に


	
一時ディスク領域の要件


	
管理者権限


	
Windowsサービスとしてのノード・マネージャのインストールについて






システム要件

インストール・プログラムを実行するシステムの要件を表2-1に示します。


表2-1 システム要件

	コンポーネント	要件
	
プラットフォーム構成

	
インストールする製品固有のハードウェア、オペレーティング・システム、JDKおよびデータベースの、サポートされている構成。

JDKの推奨バージョンなど、他の前提条件および推奨の最新情報については、http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.htmlにあるOracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページを参照してください。


	
プロセッサ

	
1 GHz CPU


	
ハード・ディスク・ドライブ

	
完全インストール(SDKを含む)では、約3.9GBのディスク・スペースが必要です。これには、インストール時に必要な一時ディスク容量が含まれます。インストールに選択するコンポーネントや、使用しているインストーラに応じて、必要なディスク容量が少なく済む場合があります。

詳細は、「一時ディスク容量の要件」を参照してください。


	
メモリー

	
1GB以上のRAM (2GB以上を推奨)。


	
カラー・ビット深度ディスプレイ

	
グラフィカル・モード・インストールの場合、8ビット色深度(256色)。

コンソール・モードおよびサイレント・モードでインストールする場合、カラー・ビット深度の要件はありません。


	
JDK

	
インストール・プログラムの実行には、Javaランタイム環境(JRE)が必要になります。JREは、Windows 32ビット、Linux x86インストール・プログラムおよび一部のUNIXインストール・プログラム(ファイル名が.binで終わるプログラム)に付属しています。

ほかのプラットフォームでは、インストール・プログラムはJDKをインストールしません。これらのインストール・プログラムのファイル名の末尾は.jarです。.jarインストール・プログラムを実行するには、JDKの適切なバージョンをシステムにインストールした上で、JDKのbinディレクトリをPATH変数の先頭に指定する必要があります。

注意: インストール・プロセスでは、このディレクトリを指し示すJAVA_HOMEと関連する変数が設定されるので、必ずJDKを使用することが重要です。サンプル・アプリケーション、構成ウィザードおよび他の開発ツールを起動するスクリプトなど、インストール・プログラムによってインストールされるすべてのスクリプトがデフォルトでこのJDKを使用します。












WebLogic Serverインストール・ユーザー

WebLogic Serverのインストール時に使用するユーザー・アカウントは重要です。使用するユーザー・アカウントの種類を決定する前に次の情報を確認します。

	
UNIXまたはLinuxオペレーティング・システム上でWebLogic Serverをインストールするとき、インストール・プログラムをルート・ユーザーとして実行しないでください。


	
WebLogic Serverアップグレード・インストーラを使用してLinuxまたはUNIXオペレーティング・システム上で既存のWebLogic Serverインストールをアップグレードするとき、最初のWebLogic Serverインストールの実行に使用したものと同一のユーザーIDを使用して、アップグレード・インストーラを実行する必要があります。


	
Windowsマシンで、「すべてのユーザー」フォルダまたはローカル・ユーザーのスタート・メニュー・フォルダに「スタート」メニューのショットカットを作成したい場合、ターゲット・システムにログインするときに管理権限を持つアカウントを使用する必要があります。詳細は、管理者権限を参照してください。









インストール・プログラムを開始する前に

インストール・プログラムを開始する前に次の情報を確認します。

	
UNIXまたはLinux上でWebLogic Serverのインストールに汎用パッケージ・インストーラまたはLinux 64ビット版インストーラを使用する場合、インストールする前にシステムでumaskを027に設定することをお薦めします。これによって、WebLogic Serverファイル権限がインストール時に適切に設定されるようになります。以下のコマンドを使用します。

umask 027

このコマンドは、WebLogic Serverインストーラを実行しようとしているのと同じターミナル・ウィンドウで入力する必要があります。


	
UNIXまたはLinuxマシン上にグラフィック・モードでソフトウェアをインストールする場合、インストーラを実行する前にDISPLAY環境変数を設定する必要があります。


	
JDK 7を実装してWebLogic Serverを使用する場合、WebLogic Serverインストールを開始する前に、「JDK 7におけるWebLogic Serverの使い方」の情報を確認してください。


	
.jarインストーラを使用する場合、JAVA_HOMEをプラットフォーム上にインストールしたサポート対象のJDKのインストール場所に置き換えます。


	
製品をインストールする場合、サポートされているハードウェアまたはソフトウェア構成を使用します。詳細は、http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.htmlにあるOracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成ページを参照してください。


	
同一のミドルウェア・ホーム・ディレクトリまたは同一のファイルの場所で、同じ製品の以前インストールしたバージョンの上に製品を再インストールすることはできません。

ただし、既存のインストールに製品および製品コンポーネントを追加できます。たとえば、あるインストールでコア・アプリケーション・サーバー、管理コンソールおよび構成ウィザード・アップグレード・フレームワークをインストールし、別のインストールでWebLogic JDBCドライバとServerサンプルを追加できます。ただし、製品の同じバージョンを再インストールするには、前のインストールをアンインストールする必要があります。第7章「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

アップグレード・インストーラを使用して、既存のインストールにパッチをインストールすることもできます。たとえば、WebLogic Server 10.3.6アップグレード・インストーラを使用して、既存のバージョン10.3.0をバージョン10.3.6にアップグレードできます。


	
WebLogic Serverの既存のインストールにコンポーネントを追加する場合は、インストールを開始する前に稼働中のサーバーをシャットダウンする必要があります。









一時ディスク領域の要件

インストール・プログラムは、一時ディレクトリを使用して、ターゲット・システム上にソフトウェアをインストールするために必要なファイルを解凍します。インストール・プロセスでは、インストール・プログラムに付属の圧縮済Java Run-time Environment (JRE)と、一時ディレクトリに展開されるJREの解凍済コピーを格納するために、一時ディレクトリに十分な空き容量が必要です。解凍されたファイルは、インストール・プロセスの終了時に一時ディレクトリから削除されます。一時ディレクトリのファイルに必要な容量は、最終的にインストールが必要とする領域の約2.5倍です。

デフォルトでは、インストール・プログラムによって以下の一時ディレクトリが使用されます。

	
Windowsプラットフォーム - TMPシステム変数が参照するディレクトリ


	
UNIXプラットフォーム - システム依存の一時ディレクトリ




	
注意:

インストール・プログラムを実行するための十分な一時領域がない場合は、別のディレクトリを指定するかインストール・プログラムを終了するよう求められます。












十分な一時領域を確保するために、かわりのディレクトリの割り当てが必要になる場合があります。これを行うには、表2-2の手順に従います。


表2-2 一時ディレクトリの設定

	プラットフォーム	手順
	
Windows

	
次のいずれかを行います。

	
TMPシステム変数を、一時ディレクトリとして使用するディレクトリに設定します。


	
インストール・プログラムをコマンド・ラインから起動する場合は、-Djava.io.tmpdir=tmpdirpathオプションを含めます(tmpdirpathは、インストール・プログラム用の一時的な格納領域として指定するディレクトリのフルパスに置き換えます)。

たとえば、WindowsのWebLogic Serverパッケージ・インストーラを実行する場合、一時ディレクトリを設定するには、次のコマンドを実行します。


wls1036_win32.exe -mode=console -Djava.io.tmpdir=C:\Temp





	
UNIX

	
インストール・プログラムを起動するときに、コマンド・ラインに次のオプションを入力します。


-Djava.io.tmpdir=tmpdirpath


このtmpdirpathは、インストール・プログラムによって使用されるファイルを一時的に格納するために使用するディレクトリのフルパスです。












管理者権限

Windowsマシンで、「すべてのユーザー」フォルダまたはローカル・ユーザーのスタート・メニュー・フォルダに「スタート」メニューのショットカットを作成したい場合、ターゲット・システムにログインするときに管理権限を持つアカウントを使用する必要があります。

表2-3 は使用可能なオプションを示します。


表2-3 使用可能なショートカット・オプション

	オプション	動作
	
All Users

	
マシン上に登録されているすべてのユーザーに、インストールされたソフトウェアへのアクセス権が与えられます。その後、管理者権限を持たないユーザーがこのインストールで構成ウィザードを使用してWebLogicドメインを作成しても、そのドメインへのスタート・メニューのショートカットは作成されません。この場合、必要であれば、ローカルのスタート・メニュー・フォルダに手動でショートカットを作成できます。


	
ローカル・ユーザー

	
このマシン上に登録されている他のユーザーがインストールしたスタート・メニューのエントリにはアクセスできません。








管理者権限を持たないユーザーがソフトウェアをインストールすると、そのユーザーのローカルのスタート・メニュー・フォルダにスタート・メニューのエントリが作成されます。






Windowsサービスとしてのノード・マネージャのインストール

ソフトウェアをWindowsプラットフォームにインストールする場合、WebLogic ServerノードマネージャをWindowsサービスとしてインストールすることもできます。WebLogic Serverノードマネージャは次の場合に使用されます。

	
リモートで、サーバー・インスタンス(管理サーバーおよび管理対象サーバーの両方)を開始および停止します。


	
サーバーの自己報告されるヘルスを監視し、ヘルス状態が「FAILED」になっているサーバー・インスタンスを自動的に強制終了します。


	
WebLogic Server クラスタ内のサーバーを移行します。


	
ヘルス状態が「失敗」のサーバーや、システムのクラッシュや再起動により予期せずシャットダウンされたサーバーを自動的に再起動します。




複数のマシン環境では、WebLogic Serverの管理対象サーバーおよび管理サーバーのインスタンスをホストする各マシンにノード・マネージャをインストールする必要があります。




	
注意:

ノード・マネージャをWindowsサービスとしてインストールするには管理者権限が必要です。









初回インストールでノード・マネージャのWindowsサービスをインストールするには、カスタム・インストールを選択する必要があります。詳細は、実行するインストール・タイプに応じて次の章を参照してください。

	
第3章「グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行」


	
第4章「コンソール・モードでのインストール・プログラムの実行」


	
第5章「サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行」




	
注意:

サイレント・モードでのインストールでは、カスタム・インストールを指定しません。サービスをインストールするには、INSTALL_NODE_MANAGER_SERVICEのデータ値をyesに設定します。












初回インストールでサービスをインストールしていない場合は、インストール後、installNodeMgrSvc.cmdコマンドを使用してインストールできます。また、uninstallNodeMgrSvc.cmdコマンドを使用してサービスをいつでもアンインストールできます。詳細は、「ノード・マネージャ・サービスのインストールとアンインストール」を参照してください。








インストール用のディレクトリの選択

インストール・プロセス中に、次のホーム・ディレクトリの場所を指定する必要があります。

	
Oracle Fusion Middleware


	
WebLogic Server、Coherence (該当する場合)




次の図は、基本ミドルウェア・ホームおよびミドルウェア製品のディレクトリ構造を示しています。表2-4に記述されているように、追加のディレクトリとファイルもミドルウェア・ホーム・ディレクトリにあります。最初のWebLogicドメインを作成するまでuser_projectsディレクトリは存在しません。

[image: Middlewareホーム・ディレクトリ構造]





ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択

WebLogic Serverをインストールするときには、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリを指定するよう求められます。このディレクトリは、同じマシンにインストールされる複数のFusion Middleware製品が使用する共通ファイルのリポジトリとして機能します。そのため、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリは、システムにインストールされているすべてのFusion Middleware製品のセントラル・サポート・ディレクトリと見なすことができます。

ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ内のファイルは、システムでWebLogic Serverが正しく機能するために必要不可欠です。これらによって、インストール時の製品間の依存関係のチェックが容易になります。

WebLogic Serverをインストールするときに、既存のミドルウェア・ホーム・ディレクトリを選択するか、新しいミドルウェア・ホーム・ディレクトリを作成するパスを指定するよう求められます。新しいディレクトリを作成するよう選択すると、インストール・プログラムによって自動的に作成されます。

ミドルウェア・ホーム・ディレクトリは、Fusion MiddlewareのドキュメントではMW_HOMEと示されています。


ミドルウェア・ホームの考慮事項

ミドルウェア・ホーム・ディレクトリを作成する場合およびFusion Middleware製品をインストールする場合には、次の事項を考慮してください。

	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの名前に空白は使用できません。ディレクトリ名に空白が含まれている場合、CLASSPATHを適切に解決できない場合があります。


	
1つのMiddlewareホーム・ディレクトリにはWebLogic Server製品の各バージョンのインスタンスを1つのみインストールできます。同一のマシン上でWebLogic Serverの別々のバージョンを保持する場合は、各バージョンをそれぞれのMiddlewareホーム・ディレクトリにインストールします。

たとえば、現在のWebLogicサーバーのバージョンで、一つのミドルウェア・ホーム・ディレクトリにインストールできるインスタンスは、1つです。しかし、別のミドルウェア・ホーム・ディレクトリに、旧バージョンのWebLogicサーバーをインストールできます。


	
ホーム・ディレクトリが空でなくregistry.xmlが含まれていない場合、または製品のインストール・ディレクトリがいずれも空でない場合は、次のいずれかのメッセージが表示されます。

	
ホーム・ディレクトリ選択タスクの場合: ミドルウェア・ホーム・ディレクトリは空ではありません。インストールを続行しますか。


	
製品インストールのディレクトリ選択タスクの場合: 1つまたは複数のインストール・ディレクトリが空ではありません。インストールを続行しますか。








ホーム・ディレクトリの機能

ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ内のディレクトリは、使用しているインストーラおよび選択されたインストール対象の製品によって異なります。

たとえば、インストール対象としてすべてのコンポーネントを選択した場合、WebLogic Serverインストーラによって次の表にリストされているディレクトリとファイルが作成されます。


表2-4 ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの説明

	ディレクトリまたはファイル	説明
	
jdkversion

	
このディレクトリにはソフトウェアとともにインストールされたSun JDKのソフトウェアが含まれます。JDKによって、Javaランタイム環境(JRE)と、Javaアプリケーションのコンパイルおよびデバッグ用ツールが提供されます。


	
jrockit_version

(WindowsおよびLinuxのみ)

	
ソフトウェアとともにインストールされたJRockit JDKのソフトウェアが含まれます。JDKによって、Javaランタイム環境(JRE)と、Javaアプリケーションのコンパイルおよびデバッグ用ツールが提供されます。


	
logs

	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリのインストールとアンインストールの情報が記載されてある履歴ファイルが含まれます。


	
modules

	
ホーム・ディレクトリにインストールされているモジュールが含まれます。


	
utils

	
このディレクトリには、このホーム・ディレクトリにインストールしたすべての製品のインストールをサポートするユーティリティが含まれます。パッチとパッチ・セットのインストールの詳細は、「Oracle Smart Updateパッチおよびメンテナンス・パックのインストール」を参照してください。


	
wlserver_version

	
WebLogic Serverホーム・ディレクトリ。


	
coherence_version

	
Coherenceホーム・ディレクトリ。


	
.home

	
このファイルにはミドルウェア・ホーム・ディレクトリについての情報が含まれています。


	
ocm.rsp

	
このレスポンス・ファイルにはOracle Configuration Manager (OCM)インストールについての情報が含まれています。


	
registry.xml

	
ターゲット・システム上にインストールされているすべてのWebLogic製品の永続的レコードを含むレジストリ・ファイル。このレジストリには、バージョン番号、パッチ・セット・レベル、パッチ・レベル、製品のインストール・ディレクトリの場所などの情報が格納されています。さらに、このレジストリには、インストールされたJDKおよびJavaホームの名前も含まれています。

注意: このファイルは変更しないでください。このファイルを変更した場合、現在インストールされているWebLogic製品の操作に関する問題が発生したり、将来製品のインストールまたはメンテナンス・アップグレードでインストールに関する問題が発生する可能性があります。


	
registry.dat

	
registry.xmlファイルの暗号化バージョン。


	
domain-registry.xml

	
このレジストリ・ファイルにはWebLogic Serverインストールに現在登録されているすべてのドメインの場所が含まれています。新しいドメインを追加する場合、このファイルに登録されます。











	
注意:

WebLogicドメインおよびアプリケーションを作成すると、それらが格納されているディレクトリもミドルウェア・ホーム・ディレクトリに含まれます(デフォルトの場所は、user_projectsです)。このディレクトリには、applicationsおよびdomainsサブディレクトリが含まれます。applicationsディレクトリには作成する各アプリケーションのサブディレクトリが含まれ、domainsディレクトリには作成する各ドメインのサブディレクトリが含まれます。

開発環境のすべてのドメインをミドルウェア・ホーム・ディレクトリの外に作成することをお薦めします。これによって、ドメインやアプリケーションを再作成せずに、既存のインストールの削除やWebLogic Serverのより新しいバージョンへのアップグレードが簡単にできるようになります。










複数のホーム・ディレクトリの作成

たいていの場合、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリが一つで十分でも、2つ以上のミドルウェア・ホーム・ディレクトリも作成できます。たとえば、以下の状況では複数のミドルウェア・ホーム・ディレクトリを管理する必要があります。

	
それぞれ製品のスタックが別々の開発と本番環境を別々に管理する場合。2つのディレクトリを使用するこのにより、準備ができるまで本番環境を変更せずに、開発環境を更新できるようになります。


	
2つの異なるバージョンのWebLogic Serverを同時に保持する場合があります。たとえば、既存バージョンのWebLogic Serverを手つかずのまま維持する一方で、新しいバージョンのWebLogic Serverをインストールする場合などです。この場合、それぞれのWebLogic Serverバージョンを独自のMiddlewareホーム・ディレクトリ内にインストールする必要があります。




	
注意:

アップデート・インストーラを使用して、既存のWebLogic Serverインストールを最新のパッチ・リリースにアップグレードする場合、第二のミドルウェア・ホーム・ディレクトリの作成は必要ありません。たとえば、アップグレード・インストーラでWebLogic Server 10.3.1をWebLogic Server 10.3.6に更新する場合、WebLogic Server 10.3.6アップグレード・インストーラの実行中に、WebLogic Server 10.3.1がインストールされているミドルウェア・ホーム・ディレクトリを選択します。










	
WebLogic Serverインストールのregistry.xmlファイルが破損した場合。


	
インストール後、共有モジュール・ディレクトリに、1つ以上の同じサード・パーティ製品のバージョンが複数含まれる場合。









製品インストール・ディレクトリの選択

インストール・プログラムの「製品インストール・ディレクトリの選択」の画面上で、次の製品のホーム・ディレクトリを入力するように求められます。

	
Oracle WebLogic Server


	
Oracle Coherence (このコンポーネントのインストールを選択した場合のみ)




WebLogic Serverホーム・ディレクトリには、プログラム・ファイルおよびサンプルなど、システムにインストールすることを選択したすべてのWebLogic Serverコンポーネントが格納されます。WebLogic Server 10.3.6のデフォルト・インストール・ディレクトリは、C:\MW_HOME\wlserver_10.3です。このディレクトリ・パスは、Fusion MiddlewareドキュメントではWL_HOMEディレクトリとして示されます。

Coherenceのデフォルト・インストール・ディレクトリは、C:\MW_HOME\coherence_versionです。








インストール・モード

インストール・プログラムは、次のモードで実行できます。

	
グラフィカル・モード

グラフィカル・モード・インストールは、GUIベースで対話的にソフトウェアをインストールする方法です。WindowsとUNIXのどちらのシステムでも実行できます。インストール手順は、第3章「グラフィック・モードでのインストール・プログラムの実行」を参照してください。


	
コンソール・モード

コンソール・モード・インストールは、UNIXシステムまたはWindowsシステムで、コマンド・ラインから、テキストベースで対話的にソフトウェアをインストールする方法です。このインストールの使用方法は、第4章「コンソール・モードでのインストールの実行」を参照してください。


	
サイレント・モード

サイレント・モード・インストールは、ソフトウェアを非対話的にインストールする方法です。インストール・オプションを指定するためにXMLプロパティ・ファイルを使用します。サイレント・モード・インストールは、スクリプトまたはコマンド・ラインから実行できます。サイレント・モード・インストールを使用すると、インストール構成を1回だけ定義し、その構成を使用して複数のマシン上に同じ構成のインストールを複製できます。サイレント・モード・インストールの詳細は、第5章「サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行」を参照してください。




	
注意:

サイレント・モード・インストールは、パッケージ・インストーラでのみサポートされています。

















インストール・タイプの選択

グラフィック・モード・インストールまたはコンソール・モード・インストールを実行する場合は、インストール・プログラムでは、標準インストールとカスタム・インストールの2つのタイプのインストールが提供されます。

	
標準インストールでは、インストール・プログラムに含まれるほとんどのコンポーネントがインストールされます。


	
カスタム・インストールでは、システムにインストールするソフトウェア・コンポーネントを選択できます。Windowsマシンでは、ノード・マネージャWindowsサービスをインストールするには、カスタム・インストールを選択します。このサービスの詳細は、「Windowsサービスとしてのノード・マネージャのインストール」を参照してください。




製品配布および標準インストールに含まれているソフトウェア・コンポーネントのリストは、「インストール可能な製品コンポーネント」を参照してください。

Derbyデータベースを使用するために事前に構成されるサンプル・ドメインは、インストール済コンポーネント専用に作成されます。

WindowsおよびLinuxシステム上に、次の2つのJDKがインストールされています:

	
JRockit 1.6.0 JDK


	
Sun JDK 1.6.0









インストール可能な製品コンポーネント

表2-5は、インストールに使用できるコンポーネントについて説明しています。標準インストールでインストールされるコンポーネントはアスタリスク(*)で示されます。これらのコンポーネントの中からいくつかのコンポーネントまたは追加コンポーネントをインストールするには、カスタム・インストールを実行します。




	
注意:

WebLogicサーバー10.3.2では、Workshop for WebLogicはWebLogicサーバーに同梱されていません。しかし、以前のWebLogicリリースからWebLogicサーバー10.3.2または10.3.3に更新した場合でも、前回インストールしたワークショップ・コンポーネントを引き続き使用できます。OracleはJDeveloperの使用をお薦めします。

Oracle Enterprise Pack for EclipseをWorkShopのかわりに使用することもできます。

WebLogicサーバー10.3.4のでは、Workshop for WebLogicはサポートしません。










表2-5 インストール・コンポーネント

	コンポーネント	説明
	
コア・アプリケーション・サーバー*

	
JEE 5 (Java Enterprise Edition 5)テクノロジ、Webサービスなど、最新のインターネット標準に準拠したフル機能アプリケーション・サーバーです。信頼性の高いフレームワークを提供し、可用性とスケーラビリティに優れた安全なアプリケーションとサービスの構築を可能にします。WebLogic Serverランタイム本体を構成するすべてのコンポーネントが含まれており、JEE 5が完全にサポートされます。

このコンポーネントには、管理コンソール、Webサーバー・プラグイン、JDBCドライバなどの管理ツールとアドオン・テクノロジは含まれていません。


	
管理コンソール*

	
WebLogicドメインを構成、管理および監視するためのWebアプリケーションです。

管理コンソールをインストールしない場合は、管理サーバーの起動時にコンソールを使用することができません。

詳細は、『Oracle WebLogic Serverの紹介』の管理コンソールに関する項を参照してください。


	
構成ウィザードとアップグレード・フレームワーク*

	
構成ウィザードは、ターゲット環境にあわせてドメインを作成したり、必要な構成オプションを選択するための手順を示します。アップグレード・フレームワークは、以前のWebLogic Serverリリースから現在のリリースにドメイン構成を変換するためのツールを提供します。

このコンポーネントをインストールしない場合は、新しいドメインを作成したり、バージョン9.0以前のドメインをアップグレードしたりすることはできません(このコンポーネントを除外しても、現在のバージョンのWebLogic Serverで作成された既存のドメインを操作することは可能です)。たとえば、インストールする本番環境に、本番前の別の環境で作成したドメイン構成を後で移行する場合は、このコンポーネントの選択を解除できます。

注意:WebLogic Scripting Tool (WLST)は構成ウィザードに依存します。WLSTは、このコンポーネントをインストール用に選択する場合にのみ使用できます。

構成ウィザードの詳細は、『構成ウィザードによるドメインの作成』を参照してください。アップグレード・ツールの詳細は、『Oracle WebLogic Serverアップグレード・ガイド』を参照してください。


	
Web 2.0 HTTP Pub-Subサーバー*

	
Webベースのクライアントで、HTTPによる非同期のメッセージの送受信に使用するチャネル・ベースのパブリッシュ/サブスクライブ・メカニズムです。Webクライアントは、HTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーを使用することで、チャネルをサブスクライブし、そのチャネルにメッセージをパブリッシュできます(Bayeuxでは宛先をチャネルと表現します)。開発を行う場合は、Serverサンプル製品コンポーネントを選択してpub-subサンプルをインストールすることをお薦めします。

このコンポーネントをインストールしない場合は、Web 2.0 HTTPパブリッシュ/サブスクライブ機能を利用できません。

詳細は、『Oracle WebLogic Server Webアプリケーション、サーブレット、JSPの開発』のHTTPパブリッシュ/サブスクライブ・サーバーの使用に関する項を参照してください。


	
WebLogic SCA*

	
サービスの公開および参照の起動のためのSCAセマンティクスを使用するJavaアプリケーション用のSpringコンテナです。このコンテナは、WebLogic Serverにオプション・ライブラリとして含まれています。


	
WebLogic JDBCドライバ*

	
WebLogic Server環境から外部データベースへの接続に使用できるJDBCドライバのWebLogic Server実装です。

このコンポーネントをインストールしない場合は、WebLogic JDBCドライバを使用できません。

このコンポーネントの詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』を参照してください。


	
サード・パーティJDBCドライバ*

	
WebLogic Serverに付属する他のJDBCドライバを使用すると、WebLogic Server環境を外部データベースに接続することができます。

このコンポーネントをインストールしない場合は、WebLogic Serverに付属している以下のJDBCドライバおよびファイルを使用できません。

	
以下のOracleシン・ドライバ・ファイル:

ojdbc5_g.jar (デバッグ・バージョン)

ojdbc6_g.jar (JDK 6で使用するデバッグ・バージョン)

orai18n.jar (国際化のサポート)

oraci18n-mapping.jar

ojdbc6dms.jar

ojdbc5.jar


	
以下のサード・パーティMySQLドライバ・ファイル

mysql-connector-java-commercial-5.0.3-bin.jar




このコンポーネントの詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』のWebLogic ServerでJDBCドライバの使用に関する項を参照してください。


	
WebLogic Serverクライアント*

	
WebLogic Serverインスタンスに接続するために必要なシン・クライアントJARです。Webサービス、JMS、ストア・アンド・フォワード、Weblogic RMI、JMS .NET、JMXクライアントのJARが含まれています。

このコンポーネントをインストールしない場合でも、サーバー・ランタイムやデプロイされているアプリケーションには何の影響もありません。ただし、シン・クライアントを使用しており、すべてのWebLogic JARではなく一部のJARのみを配布する必要がある場合は、このインストール・オプションを選択する必要があります。

このコンポーネントの詳細は、『Oracle WebLogic Serverスタンドアロン・クライアントのプログラミング』のスタンドアロン・クライアントの概要に関する項を参照してください。


	
WebLogic Web Serverプラグイン*

	
Apache、Sun One、およびIIS WebサーバーからWebLogic Serverへの接続に使用するWebLogicプラグインです。

このコンポーネントをインストールしない場合でも、サーバー・ランタイムやデプロイされているアプリケーションには何の影響もありません。

このコンポーネントの詳細は、『Oracle WebLogic ServerにおけるWebサーバー・プラグインの使用』を参照してください。


	
UDDIおよびXQueryのサポート*

	
WebLogic UDDI (Universal Description, Discovery and Integration)およびUDDIディレクトリ・エクスプローラ・アプリケーション。

UDDIプロジェクトは、企業が互いに迅速、簡潔、動的にトランザクションを検索および実行できるようにするための業界イニシアティブです。UDDIレジストリには、ビジネス、ビジネスが提供するサービス、およびビジネスがトランザクションを実行するために使用する通信規格とインタフェースに関する情報がカタログ化されて格納されます。UDDIはSOAP (Simple Object Access Protocol)データ通信規格に基づいて構築されており、グローバルでプラットフォームに依存しないオープンなアーキテクチャを実現して企業にメリットをもたらします。

このコンポーネントをインストールしない場合は、サーバー実行時にWebLogic UDDIおよびUDDIディレクトリ・エクスプローラ・アプリケーションを使用できません。アプリケーションでUDDIおよびUDDIディレクトリ・エクスプローラ・アプリケーションを使用している場合は、このインストール・オプションを選択する必要があります。

WebLogic UDDIの詳細は、『Oracle WebLogic Server JAX-WS Webサービスの高度な機能のプログラミング』のUDDIを使用したWebサービスのパブリッシュおよび検索に関する項を参照してください。

このコンポーネントには、WebLogic Xquery実装JARも含まれています。アプリケーション内でWebLogic XQueryライブラリを使用している場合は、このインストール・オプションを選択してください。


	
Serverサンプル

	
WebLogic Serverの主要な機能を示すサンプル・アプリケーション。このコンポーネントを選択すると、評価データベースもインストールされます。詳細は、『Oracle WebLogic Serverインフォメーション・ロードマップ』のサンプル・アプリケーションおよびコード例に関する項を参照してください。

注意:Serverサンプルは標準インストールの一部としてインストールされません。Serverサンプルをご使用のシステムにインストールするには、カスタム・インストールを選択する必要があります。

注意: このオプションを選択すると、「評価データベース」オプションの選択を解除できません。ServerサンプルにはDerby評価データベースが必要となります。


	
評価データベース

	
Serverサンプルで使用されるDerby評価データベースをWL_HOME/common/derbyディレクトリにインストールします。ただし、Serverサンプルをインストールせずに評価データベースをインストールすることもできます。評価データベースは標準インストールにおいてデフォルトでインストールされます。


	
Coherence製品ファイル*

	
Coherenceは、信頼のおけるスケーラビリティの高いピア・ツー・ピアのクラスタリング・プロトコル上で、複製および配布した(パーティション化した)データの管理とキャッシュ・サービスを行います。Coherenceでは単一点障害がなく、サーバーが正常に動作しなくなったときやネットワークから切断されたときには、クラスタ・データの管理サービスを自動的かつ透過的にフェイルオーバーして再配布します。新しいサーバーが追加されたとき、または障害が発生したサーバーを再起動するときは、クラスタを自動的に接続し、Coherenceがサービスをフェイルバックして、そのクラスタの負荷を透過的に再分配します。Coherenceには、サーバーが自動回復できるよう、ネットワークレベルでのフォルト・トレランス機能と透過的なソフト再起動機能も搭載されています。

Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。


	
Coherenceサンプル

	
Coherenceの機能の使用方法をすべてのサポート対象言語(Java、.NET、C++)で示すサンプル。サンプルには、1つまたは複数の機能の使用方法を示すコードが体系的にまとめられており、すべてのサンプルをビルドして実行する1つの共通の方法(言語別)が提供されています。サンプルのソース・コードも含まれています。












詳細なインストール・ログの生成

コマンド・ラインまたはスクリプトからインストールを起動する場合は、詳細なインストール・ログを生成する-logオプションを指定できます。インストール・ログには、情報メッセージ、警告メッセージ、エラー・メッセージ、および致命的メッセージなど、インストール・プロセス中のイベントに関するメッセージが格納されます。これは、サイレント・インストールを行う場合に特に有用です。




	
注意:

インストール・ログ内に警告メッセージが含まれている場合があります。しかし、致命的エラー(リカバリ不能なエラー)が発生しない限り、インストール・プログラムはインストールを正常に完了します。インストール・ユーザー・インタフェースには、それぞれのインストールの試みが成功したか失敗したかが示され、インストール・ログ・ファイルには、インストールが成功したことを示すエントリが含まれます。









インストール時に詳細なログ・ファイルを作成するには、コマンド・ラインで-log=full_path_to_log_fileオプションを指定します。

たとえば、Windows用のWebLogic Serverパッケージ・インストーラの詳細ログ・ファイルを作成するには、次のように入力します。


wls1034_win32.exe -log=C:\logs\server_install.log


パスにはファイルを指定する必要があります。パス名にフォルダの名前を指定するだけでフォルダを作成することはできません。パスは、既存のフォルダのみを示す必要があります。コマンドを実行するとき、存在しないフォルダがパスに含まれていると、インストール・プログラムではログ・ファイルが作成されません。









3 グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行


この章では、様々な環境においてグラフィカル・モードでインストール・プログラムを開始する方法について説明します。また、インストール・プロセスで表示される画面の順番についても説明します。




	
注意:

グラフィカル・モードでインストール・プログラムを実行するためには、ソフトウェアをインストールするマシンに取り付けたコンソールがJavaベースのGUIをサポートする必要があります。Windowsシステム用のすべてのコンソールはJavaベースのGUIをサポートしますが、UNIXシステム用のすべてのコンソールがJavaベースのGUIをサポートするわけではありません。グラフィカル表示をサポートできないシステムにおいてグラフィカル・モードでインストール・プログラムを開始しようとした場合、インストール・プログラムは自動的にコンソール・モードで開始されます。









この章には次の項が含まれます:

	
グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの開始


	
インストール画面


	
グラフィカル・モードでのアップグレード・インストーラの実行






グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの開始

次の項では、様々な環境においてグラフィカル・モードでインストール・プログラムを開始する方法について説明します。

	
Windows上でのグラフィカル・モードでインストール・プログラムの開始


	
UNIXマシンにおけるグラフィカル・モードでの.binインストール・プログラムの開始


	
グラフィカル・モードでの.jarインストール・プログラムの起動






Windows上でのグラフィカル・モードでインストール・プログラムの開始

Windowsプラットフォームにおいてグラフィカル・モードでインストール・プログラムを開始するには、次の手順に従います。

	
Windowsシステムにログインします。


	
インストール・プログラムを含むディレクトリに移動します。


	
インストール・ファイルをダブル・クリックします。

たとえば、Windows 32ビット用のWebLogic Serverパッケージ・インストーラに対応するインストール・プログラム名はwls1036_win32.exeです。

インストール・プログラムによって、ソフトウェアのインストールが開始されます。




各インストール・プログラムの説明については、「インストール画面」を参照してください。






UNIXマシンにおけるグラフィカル・モードでの.binインストール・プログラムの開始

.binインストール・ファイルでグラフィカル・モードのインストール・プロセスを開始するには、次の手順に従います。

	
ターゲットのUNIXシステムにログインします。


	
インストール・プログラムを含むディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力して、インストールを開始します。

chmod a+x file_name.bin

./file_name.bin

file_name.binは、インストール・プログラムの名前です。たとえば、WebLogic Server 10.3.6の場合、Solaris用のパッケージ・インストーラ・ファイル名はwls1036_solaris32.binです。




	
注意:

サーバー・サンプルのインストールは、インストール・コマンドに次のパラメータを指定します。そうしないと、インストールに予想以上に時間がかかる場合があります。

-Djava.security.egd=file:/dev/./urandom









インストール・プログラムによって、ソフトウェアのインストールが開始されます。

各インストール・プログラムの説明については、「インストール画面」を参照してください。









グラフィカル・モードでの.jarインストール・プログラムの起動

拡張子が.jarのインストール・ファイルで、グラフィカル・モードのインストール・プログラムを開始するには、次の手順に従います。




	
注意:

64ビット・プラットフォームでWebLogic Serverをインストールする場合、詳細は、「64ビットJDKを使用した64ビット・プラットフォームでのWebLogic Serverのインストール」を参照してください。

UNIXまたはLinuxオペレーティング・システムでWebLogic Serverをインストールするとき、サーバー・サンプルをインストールするには次のパラメータをインストール・コマンドに組み込みます。そうしないと、インストールに予想以上に時間がかかる場合があります。

-Djava.security.egd=file:/dev/./urandom









	
ターゲットのシステムにログインします。


	
適切なJDKのディレクトリをターゲット・システムのPATH変数定義に追加します。たとえば、UNIXまたはLinuxシステムでは、binディレクトリをPATH変数の最初に追加します。

PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


	
インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力してインストール・プログラムを起動します(汎用インストーラの例を示します)。

java -jar wls1036_generic.jar

インストール・プログラムによって、ソフトウェアのインストールが開始されます。

各インストール・プログラムの説明については、「インストール画面」を参照してください。






64ビットJDKを使用した64ビット・プラットフォームでのWebLogic Serverのインストール

.jarのインストール・プログラムを使用して64ビット・プラットフォームでWebLogic Serverをインストールする場合:

	
適切なJDKのディレクトリをターゲット・システムのPATH変数定義に追加します。たとえば、UNIXでは、適切な64ビットJDKのbinディレクトリをターゲット・システムのPATH変数の最初に追加します。

JAVA_HOME=path_to_64-bit_JDK; export JAVA_HOME

PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


	
(UNIXまたはLinuxのみ)32/64ビット・ハイブリッドJDK (HP-PA、HPIAおよびSolaris64プラットフォームなど)を使用する場合、インストール・コマンドに-d64フラグを含めます。たとえば、パッケージ・インストールを使用してグラフィック・モードでインストールする場合は次のとおりです。

java -d64 -jar wlsversion_generic.jar


	
java -versionコマンド(または32/64ビット・ハイブリッドJDKを使用したUNIXまたはLinuxプラットフォームでのjava -d64 -versionコマンド)を実行して、JAVA_HOMEが64ビットJDKを参照することを確認します。


	
Sun 64ビットJDKを使用している場合、WebLogic Serverをインストールするために次のコマンドを使用します:

java -Xmx1024m -jar wlsversion_generic.jar













インストール画面

インストール・プログラムでは、表3-1にリストされた順序で一連の画面が表示されます。いくつかの画面は、表に記載したとおり、特定の状況でのみ表示されます。

インストール画面に関する他のヘルプについては、付録A「Oracle WebLogic Serverインストール画面」を参照してください。または、次の表の「画面」列内のリンクをクリックします。


表3-1 グラフィック・モードでのインストール・プログラムの実行

	No.	画面	画面がいつ表示されるか	次のアクションを実行
	
1

	
ようこそ


	
常時

	
「次へ」をクリックして、インストールを続行します。

「終了」をクリックして、いつでもインストールを取り消すことができます。


	
2

	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択


	
常時

	
ターゲット・システムにインストールされるすべてのFusion Middleware製品(WebLogic Serverを含む)のためのセントラル・サポート・ディレクトリとして機能するミドルウェア・ホーム・ディレクトリを指定します。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
3

	
セキュリティ更新のための登録


	
常時

	
製品のインストールをMy Oracle Supportに登録するかどうかを指定します。登録すると、ご使用のインストールに関するセキュリティ更新がある場合、Oracleサポートがすぐに通知します。

登録しない場合、「終了してよろしいですか。」ダイアログが表示されます。続行するには、「はい」をクリックします。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
4

	
インストール・タイプの選択


	
この画面は初回インストール時にのみ表示されます。

	
インストール・タイプを選択します。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
5

	
製品およびコンポーネントの選択


	
この画面は次の条件でのみ表示されます。

	
カスタム・インストールを選択した。


	
既存のインストールにコンポーネントを追加した。




	
この画面には、インストールに使用できるすべてのコンポーネントがツリー・ビューで表示されます。

該当するチェック・ボックスを選択または選択解除することにより、インストールするコンポーネントを指定します。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
6

	
JDKの選択


	
この画面はカスタム・インストールを選択したときにのみ表示されます。アップグレード・インストーラを実行する場合は表示されません。

	
この画面には、JDKのリストが表示されます。このリストには、選択されたすべてのWebLogic Serverコンポーネントの(共通の)以前のインストールに使用できるJDKが含まれます。

製品と共にインストールするJDKを選択します。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
7

	
製品インストール・ディレクトリの選択


	
この画面は初回インストール時にのみ表示されます。

	
製品(WebLogic ServerおよびCoherenceの該当する方)のインストール先となるディレクトリを指定します。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
8

	
製品インストール・ディレクトリの確認


	
既存のインストールにコンポーネントを追加する場合またはアップグレード・インストーラを実行する場合のみ、この画面が表示されます。

	
「次へ」をクリックして、続行します。


	
9

	
Windowsサービスのインストール


	
この画面は次の条件がすべて満たされる場合のみ表示されます。

	
ユーザーに管理者権限がある。


	
初回のインストールを実行している。


	
Windowsプラットフォームにインストールしている。


	
「インストール・タイプの選択」画面のカスタム・インストールを選択した。




	
表示されたWindowsサービス、特にWeblogic Serverノード・マネージャ・サービスをインストールするかを選択します。ノード・マネージャは、WebLogicドメイン内のサーバー・インスタンスを監視、起動および停止するために使用されます。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
10

	
ショートカットの場所の選択


	
この画面は次の条件でのみ表示されます。

	
ユーザーに管理者権限がある。


	
初回のインストールを実行している。


	
Windowsプラットフォームにインストールしている。




	
「スタート」メニューのショートカットを作成する「スタート」メニュー・フォルダを指定します。

「次へ」をクリックして、続行します。


	
11

	
インストール・サマリー


	
アップグレード・インストーラを実行する場合を除くすべての場合。

	
「次へ」をクリックして、続行します。


	
12

	
ステータス


	
常時

	
指定したファイルがインストール・プログラムによってシステムにコピーされたら、「次へ」をクリックして続行します。


	
13

	
インストール完了


	
常時

	
インストール・プログラムを完了するには、「完了」をクリックします。QuickStartが選択されている場合、QuickStartが開始されます。












グラフィカル・モードでのアップグレード・インストーラの実行

アップグレード・インストーラを使用する場合、グラフィカル・モードでインストーラをアップグレードするには、次の手順に従います:




	
注意:

Workshop for WebLogicを含む既存のWebLogic Server 10.3.0、10.3.1、10.3.2、または10.3.3インストールがあり、アップグレード・インストーラを使用してそのインストールをWebLogic Server 10.3.6にアップグレードする場合、Workshop for WebLogicをアンインストールしてからアップグレード・インストーラを実行する必要があります。詳細は、第7章「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

アップグレード・インストーラを実行する前にWorkshopを削除しない場合、以前のインストール状態に戻り、WebLogicアンインストール・プログラムを実行してWebLogicコンポーネントを削除することによって、アップグレード後に削除できます。WebLogic Server 10.3.6は、Workshopコンポーネントの削除をサポートしていません。

アップグレード・インストーラを使用してLinuxまたはUNIXオペレーティング・システム上で既存のWebLogic Serverインストールをアップグレードするとき、最初のWebLogic Serverインストールの実行に使用したものと同一のユーザーIDを使用して、アップグレード・インストーラを実行する必要があります。









	
WebLogic Serverのホーム・ディレクトリで作成したすべてのファイルまたはアプリケーションのバックアップ・コピーを作成します。アップグレード手順の一部として、インストール・プログラムはこのディレクトリで作成したアプリケーションを含むすべてのファイルを自動的に上書きします。




	
注意:

アップグレード・リリース間で、各ドメインのconfig.xmlファイルが変更される場合があります。後でアップグレードのインストールをロールバックまたはアンインストールする場合に備えて、すべてのドメインで作成したconfig.xmlファイルのバックアップ・コピーを作成することもあります。










	
実行中のすべてのサーバーを停止します。


	
次のいずれかの項の説明に従って、アップグレード・インストーラを開始します。

	
Windows上でのグラフィカル・モードでインストール・プログラムの開始


	
UNIXマシンにおけるグラフィカル・モードでの.binインストール・プログラムの開始


	
グラフィカル・モードでの.jarインストール・プログラムの起動





	
「ようこそ」画面で「次へ」をクリックします。


	
「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」画面で、既存のミドルウェア・ホーム・ディレクトリを選択するか、アップグレードするWebLogic Serverインストールを含む既存のミドルウェア・ホームを参照します。「次へ」をクリックします。


	
「セキュリティ更新のための登録」画面で、選択をして「次へ」をクリックします。


	
製品インストール・ディレクトリの確認画面で、「次へ」をクリックします。


	
「ステータス」画面にはインストールの進捗状況が表示されます。インストールが完了すると、「インストール完了」画面が表示されます。


	
JRockit SDKを使用する場合、最新の製品版を使用するためにドメインをアップグレードすることをお薦めします。「JRockitの最新バージョンを使用するドメインの構成」を参照してください。












4 コンソール・モードでのインストール・プログラムの実行


この章では、様々なオペレーティング・システム環境にあるWebLogic Serverインストーラをコンソール・モードで実行する方法を説明します。

コンソール・モードでWebLogic Serverをインストールする場合、各セクションでのプロンプトに応えて選択肢の番号を入力するか、[Enter]キーを押してデフォルトを受け入れます。インストール・プロセスを終了するには、任意のプロンプトに応えて「exit」(または「x」)を入力します。選択内容を確認または変更する場合は、プロンプトに「previous」(または「p」)を入力します。次のウィンドウに進むには、「next」(または「n」)を入力します。




	
注意:

この項で提供されるサンプルのコンソール・テキストおよびディレクトリのパス名では、Windowsの規約(パス名におけるバックスラッシュなど)が使用されています(例: C:\Oracle\MW_HOME\wlserver_version)。UNIXシステムでパス名を入力する場合は、UNIXの規約を使用する必要があります。たとえば、パス名にはフォワードスラッシュを使用します(例: C:/Oracle/MW_HOME/wlserver_version)。









この章には次の項が含まれます:

	
コンソール・モードでのインストール・プログラムの起動


	
コンソール・モードでのWebLogic Serverのインストール


	
コンソール・モードでのアップグレード・インストーラの実行






コンソール・モードでのインストール・プログラムの起動

この項では、様々な環境においてコンソール・モードでインストール・プログラムを使用する方法について説明します。次の項が含まれます:

	
Windows上でコンソール・モードでのインストール・プログラムの起動


	
コンソール・モードでの.binインストール・プログラムの起動


	
コンソール・モードでの.jarインストール・プログラムの起動






Windows上でコンソール・モードでのインストール・プログラムの起動

Windowsプラットフォーム上でコンソール・モードでのインストール・プログラムを起動するには、次の手順に従います。

	
ターゲットのWindowsシステムにログインします。


	
コマンド・プロンプト・ウィンドウを開きます。


	
インストール・プログラムを含むディレクトリに移動します。


	
インストール・プログラム名を入力して、インストールを開始します。

たとえば、コンソール・モードでWindows用のWebLogic Serverパッケージ・インストーラを開始するには、次のように入力します。

wls1036_win32.exe -mode=console







	
注意:

コマンド・ラインに-log=full_path_to_log_fileオプションを追加すると、詳細なインストール・ログが作成されます。

詳細は、「詳細なインストール・ログの生成」を参照してください。









しばらくすると、インストール・プログラムがソフトウェアのインストールを開始します。続行するには、コンソール・モードでWebLogic Serverのインストールに進みます。






コンソール・モードでの.binインストール・プログラムの起動

.binインストール・ファイルを使用してコンソール・モードでインストール・プログラムを開始するには、次の手順に従います。

	
ターゲットのUNIXシステムにログインします。


	
インストール・プログラムを含むディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力して、インストールを開始します。

chmod a+x file_name.bin

./file_name.bin -mode=console




file_name.binは、インストール・プログラムの名前です。たとえば、WebLogic Server 10.3.6の場合、Solaris用のパッケージ・インストーラ・ファイル名はwls1036_solaris32.binです。




	
注意:

サーバー・サンプルのインストールは、インストール・コマンドに次のパラメータを指定します。そうしないと、インストールに予想以上に時間がかかる場合があります。

-Djava.security.egd=file:/dev/./urandom









しばらくすると、インストール・プログラムがソフトウェアのインストールを開始します。続行するには、コンソール・モードでWebLogic Serverのインストールに進みます。






コンソール・モードでの.jarインストール・プログラムの起動

.jarインストール・ファイルを使用してコンソール・モードでインストール・プログラムを起動するには、次の手順に従います。




	
注意:

64ビット・プラットフォームでWebLogic Serverをインストールする場合、詳細は、「64ビットJDKを使用した64ビット・プラットフォームでのWebLogic Serverのインストール」を参照してください。

UNIXまたはLinuxオペレーティング・システムでWebLogic Serverをインストールするとき、サーバー・サンプルをインストールするには次のパラメータをインストール・コマンドに組み込みます。そうしないと、インストールに予想以上に時間がかかる場合があります。

-Djava.security.egd=file:/dev/./urandom









	
ターゲットのシステムにログインします。


	
適切なJDKのディレクトリをターゲット・システムのPATH変数定義に追加します。たとえば、UNIXまたはLinuxシステムでは、binディレクトリをPATH変数の最初に追加します。

PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


	
インストール・プログラムがダウンロードされたディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力して、インストールを開始します。

java -jar file_name.jar -mode=console

file_name.jarはインストール・ファイルの名前です。




しばらくすると、インストール・プログラムがソフトウェアのインストールを開始します。続行するには、コンソール・モードでWebLogic Serverのインストールに進みます。



64ビットJDKを使用した64ビット・プラットフォームでのWebLogic Serverのインストール

.jarのインストール・プログラムを使用して64ビット・プラットフォームでWebLogic Serverをインストールする場合:

	
適切なJDKのディレクトリをターゲット・システムのPATH変数定義に追加します。たとえば、UNIXでは、適切な64ビットJDKのbinディレクトリをターゲット・システムのPATH変数の最初に追加します。

JAVA_HOME=path_to_64-bit_JDK; export JAVA_HOME

PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


	
(UNIXまたはLinuxのみ)32/64ビット・ハイブリッドJDK (HP-PA、HPIAおよびSolaris64プラットフォームなど)を使用する場合、インストール・コマンドに-d64フラグを含めます。たとえば、パッケージ・インストールを使用してグラフィック・モードでインストールする場合は次のとおりです。

java -d64 -jar wlsversion_generic.jar -mode=console


	
java -versionコマンド(または32/64ビット・ハイブリッドJDKを使用したUNIXまたはLinuxプラットフォームでのjava -d64 -versionコマンド)を実行して、JAVA_HOMEが64ビットJDKを参照することを確認します。


	
Sun 64ビットJDKを使用している場合、WebLogic Serverをインストールするために次のコマンドを使用します:

java -Xmx1024m -jar wlsversion_generic.jar -mode=console













コンソール・モードでのWebLogic Serverのインストール

インストール・プログラムの起動後、次の手順に従ってインストールを行います。

	
「ようこそ:」のプロンプトが表示されたら、「next」(または、「n」)を入力するか、[Enter]キーを押して、インストール・プロセスを続行します。

「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」のプロンプトが表示されます。


	
ターゲット・システムにインストールされるすべてのFusion Middleware製品(WebLogic Serverを含む)のためのセントラル・サポート・ディレクトリとして機能するミドルウェア・ホーム・ディレクトリを指定します。ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの詳細は、「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」を参照してください。

次のいずれかがシステムに表示されます。

	
システム上に既存のホーム・ディレクトリがある場合は、ディレクトリのリストが表示されます。

既存のホーム・ディレクトリを使用するには、ホーム・ディレクトリと関連付けられた番号を入力します。

ホーム・ディレクトリを作成するには、「1」を入力するか、[Enter]キーを押します。


	
システムにミドルウェア・ホーム・ディレクトリが存在しない場合、または「新しいミドルウェア・ホームを作成する」を選択した場合、次のいずれかを実行します。

デフォルトのホーム・ディレクトリを使用するには、「next」(または、「n」)を入力するか、[Enter]キーを押します。

ホーム・ディレクトリを作成するには、ホーム・ディレクトリのフルパス(たとえば、C:\Oracle\Middleware)を入力します。指定したディレクトリが存在しない場合は、インストール・プログラムによってそのディレクトリが作成されます。




インストール・プログラムにより、指定したホーム・ディレクトリが表示されます。

コマンドラインで自分の選択を確定するには、[Enter]キーを押します。または、「1」か「2」を入力して「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」パネルに戻ると、そこで入力を修正できます。

ホーム・ディレクトリを選択して選択の確認を完了すると、「セキュリティ更新のための登録」のプロンプトが表示されます。


	
セキュリティ更新のために登録するには、アクティブなMy Oracle Supportアカウントが必要です。登録が完了すると、ご使用のインストールに関するセキュリティ更新がある場合は、Oracleサポートがすぐに通知します。

セキュリティ更新のための登録をするには:

	
「1」を入力し、My Oracle Supportアカウントの電子メール・アドレスを入力します。


	
「2」を入力し、My Oracle Supportアカウントのパスワードを入力します。


	
「セキュリティ・アップデートの受信」が「Yes」に設定されていることを確認します。「No」に設定されている場合、「3」を入力して、「Yes」を入力します。




セキュリティ更新のための登録をしない場合、「3」を入力して、「No」を入力します。構成マネージャの初期化を無視することを確認するダイアログが表示されます。「Yes」を入力します。


	
セキュリティ更新のためのオプションを選択して、[Enter]キーを押します。

	
初めてインストールを実行する場合、「インストール・タイプの選択」のプロンプトが表示されます。ステップ5に進みます。


	
既存のインストールにコンポーネントを追加する場合、「製品とコンポーネントの選択」のプロンプトが表示されます。ステップ6に進みます。





	
(このステップは、初めてインストールする場合のみ表示されます。)インストール・タイプと関連付けられた番号を入力して、実行するインストール・タイプを指定します。

	
標準インストールを選択する場合、「1」を入力するか、[Enter]キーを押してステップ8に進みます。


	
カスタム・インストールを選択する場合、「2」を入力します。インストールする製品とコンポーネントの選択のプロンプトが表示されます。ステップ6に進みます。




標準およびカスタム・インストールの詳細は、「インストール・タイプの選択」を参照してください。


	
(このステップは、カスタム・インストールを実行する場合のみ適用されます) インストールするコンポーネントを選択します。選択されたコンポーネントにはチェックマークが付きます。デフォルトでは、次の項目がインストールのためにすでに選択されています。

	
Serverサンプル(1.11)を除くWebLogic Serverとそのすべてのサブコンポーネント


	
Oracle Coherence/Oracle Coherence製品ファイル




コンポーネントまたは製品を追加する場合、現在のミドルウェア・ホーム・ディレクトリにすでにインストールされているすべてのコンポーネントに対して、「インストール完了」が表示されます。




	
注意:

選択したコンポーネントのインストールの予測サイズが表示されます。









まだ選択されていないコンポーネントを選択するには、それに関連付けられた番号を入力します。たとえば、「WebLogic Server: Serverサンプル」を選択する場合、「1.11」を入力します。コンポーネントの横にチェック・マークが表示されます。

すでに選択されているコンポーネントの選択を解除するには、それに関連付けられた番号を入力します。たとえば、「サード・パーティJDBCドライバ」コンポーネントがすでに選択されている場合、選択を解除するには、「1.7」を入力します。

コンポーネントを選択または選択解除すると、インストール・プログラムはコンポーネント間の依存関係を確認して、選択されたコンポーネントのリストを自動的に変更します。

必要なコンポーネントを選択した後、「n」を入力するか、[Enter]キーを押します。


	
(このステップは、初めてカスタム・インストールを実行する場合のみ適用されます。)「JDKの選択」のプロンプトが表示されます。追加するJDKを選択します。現在選択されているJDKにはチェック・マークが付いています。

	
ローカルJDKを追加するには、「1」を入力して、JDKの場所を指定します。


	
既存のJDKの選択を切り替えるには、適切な数字(2以上)を入力します。


	
現在の選択を保存してインストールを続行するには、[Enter]キーを押します。




インストーラが必要なアーカイブ・ファイルを検索するまで、お待ちください。


	
「製品インストール・ディレクトリの選択」のプロンプトが表示されます。ソフトウェアをインストールするディレクトリを指定します。




	
注意:

既存のインストールにコンポーネントを追加する場合、「製品インストール・ディレクトリの確認」のプロンプトが表示されます。ディレクトリは変更できません。新規コンポーネントは元の製品インストール・ディレクトリにインストールされます。[Enter]キーを押して続行します。









	
デフォルト製品のディレクトリを受け入れるには、[Enter]キーを押して続行します。


	
製品インストール・ディレクトリを変更するには:

	
インストール・ディレクトリを変更する製品の番号を入力します。


	
インストール・ディレクトリのフルパスを入力して、[Enter]キーを押します。


	
完了したら、[Enter]キーを押してインストールを続行します。








	
(このステップは、管理者権限を持ち、Windows上でカスタム・インストールを初めて実行する場合のみ適用されます。)「ノード・マネージャをWindowsのサービスとしてインストール」のプロンプトが表示されます。ノード・マネージャをWindowsのサービスとしてインストールするかどうかを指定するには:

	
ノード・マネージャをWindowsサービスとしてインストールするには、「1」を入力します。次に、プロンプトでノード・マネージャのリスニング・ポートを入力するか、[Enter]キーを押してデフォルト値(5556)をそのまま使用します。指定したリスニング・ポートが実行中のアプリケーションによって使用中の場合は、インストール・プログラムから別のノード・マネージャ・リスニング・ポート番号を入力するよう求められます。選択内容を確認するよう求められます。


	
ノード・マネージャをWindowsサービスとしてインストールしない場合は、「2」を入力します。





	
(このステップは、管理者権限を持ち、Windows上で初めてインストールを実行する場合のみ適用されます。)「ショートカットの場所の選択」のプロンプトが表示されます。「スタート」メニューのショートカットを作成するフォルダを指定します。

次のいずれかを行います。

	
「All Users」フォルダに「スタート」メニューのショートカットを作成するには、「1」を入力するか、[Enter]キーを押します。これで、マシンに登録されたすべてのユーザーに、インストールされたソフトウェアへのアクセス権が与えられます。ただし、管理者権限のあるユーザーだけが「All Users」フォルダにショートカットを作成できます。したがって、管理者権限を持たないユーザーが構成ウィザードを使用してWebLogicドメインを作成した場合、それらのドメインに対する「スタート」メニューのショートカットは作成されません。この場合、必要であれば、ローカルの「スタート」メニュー・フォルダに手動でショートカットを作成できます。


	
ローカル・ユーザーの「スタート」メニュー・フォルダにショートカットを作成するには、「2」を入力します。これを行う場合、このマシンに登録されている他のユーザーは、このインストールの「スタート」メニューのエントリにアクセスできません。




選択内容を確定するよう求められたら、「1」を入力するか、[Enter]キーを押してインストールに続行します。または、「2」を入力すると、前のパネルに戻ってエントリを変更できます。


	
(このステップは、アップグレード・インストーラを実行する場合は適用されません。)インストールする製品とJDKのリストおよびインストールの予測サイズが表示されます。

[Enter]キーを押して続行します。


	
インストール・プログラムによって指定されたコンポーネントのシステムへのコピーが開始されます。




	
注意:

インストール・プログラムが長時間停止するのは、特に終盤では普通のことです。これが発生している間も、インストール・プログラムは動作しています。









インストールが完了すると、次のメッセージが表示されます。


Installation Complete
Congratulations! Installation is complete.
Press [Enter]to continue or type [Exit]>









コンソール・モードでのアップグレード・インストーラの実行

アップグレード・インストーラを使用する場合、コンソール・モードでインストーラをアップグレードするには、次の手順に従います:




	
注意:

Workshop for WebLogicを含む既存のWebLogic Server 10.3.0、10.3.1、10.3.2、または10.3.3インストールがあり、アップグレード・インストーラを使用してそのインストールをWebLogic Server 10.3.6にアップグレードする場合、Workshop for WebLogicをアンインストールしてからアップグレード・インストーラを実行する必要があります。詳細は、第7章「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

アップグレード・インストーラを実行する前にWorkshopを削除しない場合、以前のインストール状態に戻り、WebLogicアンインストール・プログラムを実行してWebLogicコンポーネントを削除することによって、アップグレード後に削除できます。WebLogic Server 10.3.6は、Workshopコンポーネントの削除をサポートしていません。

アップグレード・インストーラを使用してLinuxまたはUNIXオペレーティング・システム上で既存のWebLogic Serverインストールをアップグレードするとき、最初のWebLogic Serverインストールの実行に使用したものと同一のユーザーIDを使用して、アップグレード・インストーラを実行する必要があります。









	
WebLogic Serverのホーム・ディレクトリで作成したすべてのファイルまたはアプリケーションのバックアップ・コピーを作成します。アップグレード手順の一部として、インストール・プログラムはこのディレクトリで作成したアプリケーションを含むすべてのファイルを自動的に上書きします。




	
注意:

アップグレード・リリース間で、各ドメインのconfig.xmlファイルが変更される場合があります。後でアップグレードのインストールをロールバックまたはアンインストールする場合に備えて、すべてのドメインで作成したconfig.xmlファイルのバックアップ・コピーを作成することもあります。










	
実行中のすべてのサーバーを停止します。


	
次のいずれかの項の説明に従って、アップグレード・インストーラを開始します。

	
Windows上でコンソール・モードでのインストール・プログラムの起動


	
コンソール・モードでの.binインストール・プログラムの起動


	
コンソール・モードでの.jarインストール・プログラムの起動





	
「ようこそ」」のプロンプトで、「n」を入力するか、[Enter]キーを押して続行します。


	
「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」のプロンプトで、アップグレードするWebLogic Serverインストールを含むミドルウェア・ホーム・ディレクトリの番号を入力するか、「1」を入力してミドルウェア・ホーム・ディレクトリのフルパスを入力します。「次へ」をクリックします。


	
セキュリティ更新のために登録するには、アクティブなMy Oracle Supportアカウントが必要です。登録が完了すると、ご使用のインストールに関するセキュリティ更新がある場合は、Oracleサポートがすぐに通知します。

セキュリティ更新を登録するには、「セキュリティ更新のための登録」のプロンプトで:

	
「1」を入力し、My Oracle Supportアカウントの電子メール・アドレスを入力します。


	
「2」を入力し、My Oracle Supportアカウントのパスワードを入力します。


	
「セキュリティ・アップデートの受信」が「Yes」に設定されていることを確認します。「No」に設定されている場合、「3」を入力して、「Yes」を入力します。




セキュリティ更新のための登録をしない場合、「3」を入力して、「No」を入力します。構成マネージャの初期化を無視することを確認するダイアログが表示されます。「Yes」を入力します。


	
セキュリティ更新のオプションを選択して、[Enter]キーを押します。


	
製品インストール・ディレクトリの確認のプロンプトで、「次へ」をクリックします。


	
ステータス画面で、インストールの進捗状態が表示されます。インストールが完了すると、「インストール完了」のメッセージが表示されます。いずれかのキーを押して、インストール・プログラムを終了します。


	
JRockit SDKを使用する場合、最新の製品版を使用するためにドメインをアップグレードすることをお薦めします。「JRockitの最新バージョンを使用するドメインの構成」を参照してください。












5 サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行


この章では、WebLogic Serverインストーラのサイレント・モードで実行する方法を説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
サイレント・モード・インストールの概要


	
サイレント・モード・インストール手順の概要


	
サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルの作成


	
サイレント・モード・インストールの開始


	
サイレント・モード・インストール用の終了コード


	
サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルのサンプル


	
サイレント・モードでのアップグレード・インストールの実行






サイレント・モード・インストールの概要

サイレント・モード・インストールは、インストール構成を一度だけ定義し、その後はその構成を使用してインストールを多くのマシンに複製できるインストール方法です。サイレント・モードでのインストールでは、インストール・プログラムはインストールを開始する前に作成したXMLファイルから構成用の設定を読み込みます。インストール・プログラムは、インストール・プロセス中に構成オプションは一切表示しません。サイレント・モード・インストールは、WindowsシステムとUNIXシステムの両方で動作します。

この項での説明は、「製品の配布」で説明されているインストール・プログラムをすでに入手していることを前提とします。






サイレント・モード・インストール手順の概要

サイレント・モード・インストール・プロセスには、2つの主要なステップがあります:

	
グラフィカル・モード・インストールやコンソール・モード・インストールなどの対話的なインストール・プロセス中に通常はユーザーが入力するインストール構成を定義するsilent.xmlファイルを作成します。たとえば、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ、製品ディレクトリ、およびインストールするコンポーネントの値をsilent.xmlファイルに入力できます。

詳細は、「サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルの作成」を参照してください。


	
状況に対応する項目の説明に従って、サイレント・モード・インストールを開始します:

	
Windows上におけるサイレント・モードでのインストール・プログラムの開始


	
サイレント・モードでの.binインストール・プログラムの開始


	
サイレント・モードでの.jarインストール・プログラムの開始








サイレント・モード・インストールについての重要な注意事項

サイレント・モードを使用する場合は、次の事項に留意する必要があります:

	
サイレント・モード・インストールは、標準インストールと同じ大きさの一時ディスク領域を必要とし、同じ一時ストレージ・ディレクトリを使用します。一時ディレクトリに十分なスペースがない場合でも、インストール・プログラムはアラートしません。


	
サイレント・モード・インストールの所要時間は、標準インストールの所要時間と同じです。サイレント・モード・インストールを開始すると、インストール・プログラムの開始ウィンドウまたはメッセージが短時間表示されて、インストールが開始されたことを示します。インストールが進行中であることや、正常に完了したことを示すメッセージは表示されません。


	
silent.xmlファイルに不適切なエントリが含まれていると、インストールが失敗する可能性があります。失敗原因を容易に特定できるように、インストールを開始するときにログ・ファイルを作成することをお薦めします。


	
XML定義(<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>)はsilent.xmlファイルの先頭に指定する必要があります。XML定義の前にスペースや改行を入れないでください。


	
同じミドルウェア・ホーム・ディレクトリまたは同じファイル・ロケーションにある同じ製品の以前インストールしたバージョンの上にWebLogic製品を再インストールすることはできません。製品の同じバージョンを再インストールするには、以前インストールしたインスタンスを最初にアンインストールするか、別の場所に新しいインスタンスをインストールする必要があります。

ただし、既存のインストールに製品および製品コンポーネントを追加できます。たとえば、あるインストールでコア・アプリケーション・サーバー、管理コンソールおよび構成ウィザード・アップグレード・フレームワークをインストールし、別のインストールでWebLogic JDBCドライバとServerサンプルを追加できます。









サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルの作成

サイレント・モードでソフトウェアをインストールする場合、インストール・プログラムはXMLファイル(silent.xml)を使用して、実装するインストール・オプションを決定します。サイレント・モードでインストール・プログラムを実行するには、まずsilent.xmlファイルを作成する必要があります。

silent.xmlファイルを作成するには:

	
「サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルのサンプル」で提供されているサンプル・コードをコピーして、XMLファイルにそのコードを貼り付けます。


	
インストール・プログラムを含む同じディレクトリに、silent.xmlという名前でファイルを保存します。




	
注意:

XML定義(<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>)は、silent.xmlファイルの先頭に指定する必要があります。XML定義の前にスペースや改行を入れないでください。










	
システム上に保存したsilent.xmlファイルで、データ値名の値を変更して構成を反映します。

表5-1では、現在使用可能なすべてのデータ値名について説明します。




	
注意:

値を変更するときは、文字についてのXMLガイドラインに従う必要があります。つまり、<、>、[、]などXMLで予約済の文字は使用できません。













表5-1 WebLogic Server用のサンプルsilent.xmlファイルの値

	データ値名	説明
	

BEAHOME

	
選択したミドルウェア・ホーム・ディレクトリのフルパス。ホーム・ディレクトリの詳細は、「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」を参照してください。


	

OCM_PROXY_HOST
OCM_PROXY_PORT
OCM_PROXY_USER
OCM_PROXY_PASSWORD

	
これらのパラメータによってOracle Configuration Manager (OCM)のサポートが可能になります。コンピュータがプロキシ・サーバー経由でインターネットに接続する場合、これらのデータ値を使用して、プロキシ・サーバーのホスト名、ポート番号、ユーザー名およびパスワードを指定します。


	

OCM_SUPPORT_EMAIL
OCM_SUPPORT_PASSWORD

	
My Oracle Supportアカウントを持っている場合、Oracleからセキュリティ・アップデートを受信するには、My Oracle Supportアカウントの電子メール・アドレスとパスワードを指定します。

Oracleからセキュリティ・アップデートを受信しない場合、これらの値を指定しません。


	

WLS_INSTALL_DIR

	
WebLogic Serverのインストール先ディレクトリのフルパス(たとえば、Windowsの場合:

C:\MW_HOME\wlserver_10.3

MW_HOMEは、BEAHOMEデータ値名で指定されたミドルウェア・ホーム・ディレクトリの名前です)。


	

OCP_INSTALL_DIR

	
Coherenceのインストール先ディレクトリのフルパス(たとえば、Windowsの場合:

C:\MW_HOME\coherence_3.7

MW_HOMEは、BEAHOMEデータ値名で指定されたミドルウェア・ホーム・ディレクトリの名前です)。


	

COMPONENT_PATHS

	
システムにインストールするコンポーネントおよびサブコンポーネントを指定します。

WebLogic Serverコンポーネントをインストールするには、次の値を使用します:


WebLogic Server/Core Application Server
|WebLogic Server/Administration Console
|WebLogic Server/Configuration Wizard and Upgrade
Framework
|WebLogic Server/Web 2.0 HTTP Pub-Sub Server
|WebLogic Server/WebLogic SCA
|WebLogic Server/WebLogic JDBC Drivers
|WebLogic Server/Third Party JDBC Drivers
|WebLogic Server/WebLogic Server Clients
|WebLogic Server/WebLogic Web Server Plugins
|WebLogic Server/UDDI and Xquery Support
|WebLogic Server/Server Examples
|WebLogic Server/Evaluation Database


Coherenceコンポーネントをインストールするには、次の構文を使用します:


Oracle Coherence/Coherence Product Files
|Oracle Coherence/Coherence Examples


これらの値の入力の詳細は、「コンポーネント選択のガイドライン」を参照してください。サイレント・モード・インストール用silent.xmlのサンプルで示すように、コンポーネント間に空白がないように注意してください。


	

INSTALL_NODE_MANAGER_SERVICE


(Windowsプラットフォームのみ)

	
	
WebLogic Serverノード・マネージャをWindowsサービスとしてインストールする場合は、yesに設定します。


	
WebLogic Serverノード・マネージャのWindowsサービスとしてのインストールを省略する場合は、noに設定します。デフォルトはnoです。




注意: ノード・マネージャをWindowsサービスとしてインストールするには、管理者権限が必要です。


	

NODEMGR_PORT

	
ノード・マネージャのリスニング・ポート。

ポート番号を指定しない場合、インストーラはデフォルトのポート5556を使用します。

ポート番号が使用中の場合、インストーラは次の使用可能なポートをスキャンし、それをノード・マネージャに割り当てます。

注意: INSTALL_NODE_MANAGER_SERVICEオプションがyesに設定されている必要があります。

インストール・プロセスが完了すると、指定されたポートでノード・マネージャが開始されます。


	

INSTALL_SHORTCUT_IN_ALL_USERS_FOLDER

	
	
「All Users」フォルダにショートカットを作成するには、trueまたはyesに設定します。デフォルトはtrueです。


	
ローカル・ユーザー・フォルダにショートカットを作成するには、falseまたはnoに設定します。




「All Users」フォルダに「スタート」メニューのショートカットをインストールするには、インストールを実行しているユーザーに管理者権限が必要です。詳細は、「管理者権限」を参照してください。


	

LOCAL_JVMS

	
インストールするローカルJDKを指定するオプション要素です。複数のJDKをインストールする場合、そのフルパスをパイプ記号('|')で区切って入力します。


	

BEA_BUNDLED_JVMS

	
インストールするOracle提供のJDKを指定するオプション要素です。複数のJDKをインストールする場合、そのフルパスをパイプ記号('|')で区切って入力します。










コンポーネント選択のガイドライン

COMPONENT_PATHSデータ値名の値を指定する場合は、次のガイドラインを使用します:

	
インストールする製品コンポーネントを指定すると、完全インストールのデフォルトでインストールされるすべてのサブコンポーネントもインストールされます。たとえば、次のエントリはWebLogic Serverのすべてのコンポーネントをインストールします。


<data-value name="COMPONENT_PATHS" value="WebLogic Server" />


	
複数のコンポーネントをインストールする場合は、コンポーネントを縦棒(|)で区切ります。縦棒の前後にスペースを入れないでください。

たとえば、WebLogic Serverコンポーネント(およびこのコンポーネントのすべてのサブコンポーネント)およびCoherenceをインストールするには、次のように入力します。


<data-value name="COMPONENT_PATHS" value="WebLogic Server|Oracle Coherence" />


	
サブコンポーネントを指定する場合は、エントリごとにコンポーネントとサブコンポーネントの組み合わせを指定する必要があります。

たとえば、WebLogic Server固有のコンポーネントをインストールして、Oracle Coherence製品ファイル(ただし、Coherenceサンプルは除く)のみをインストールするには、ファイルに次の行を入力します。


<data-value name="COMPONENT_PATHS" value="WebLogic Server/Core Application 
Server|WebLogic Server/Administration Console|Oracle Coherence|Oracle
Coherence Product Files"/>


	
COMPONENT_PATHSデータ値名をsilent.xmlに含めない場合、WebLogic ServerとCoherence製品が完全にインストールされます。




	
注意:

インストール・プログラムは、他のコンポーネントが依存する機能を提供するすべてのコンポーネントがインストールされることを保証するために、依存関係のチェックを実行します。これらの依存関係は、グラフィカル・モードおよびコンソール・モードでのインストール中に表示されます。サイレント・モード・インストール時にも、同じ依存関係が適用されます。他のコンポーネントが依存するコンポーネントは、silent.xmlで明示的に参照されていなくても、インストールされます。



















サイレント・モード・インストールの開始

この項では、WindowsまたはUNIXマシン上でのサイレント・モード・インストールの起動方法を説明します。次の項が含まれます:

	
Windows上におけるサイレント・モードでのインストール・プログラムの開始


	
サイレント・モードでの.binインストール・プログラムの開始


	
サイレント・モードでの.jarインストール・プログラムの開始







	
注意:

silent.xmlに正しくないエントリがあると、インストールが失敗する可能性があります。失敗原因を容易に特定できるように、インストールを開始するときにログ・ファイルを作成することをお薦めします。「詳細なインストール・ログの生成」を参照してください。











Windows上におけるサイレント・モードでのインストール・プログラムの開始

Windowsシステム上でサイレント・モードでインストール・プログラムを開始するには、次の手順に従います:

	
Windowsシステムにログインします。


	
グラフィカル・モード・インストールやコンソール・モード・インストールなどの対話的なインストール・プロセス中にユーザーが通常に入力する構成設定を定義するsilent.xmlファイルを作成します。silent.xmlファイルの作成の詳細は、「サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルの作成」を参照してください。


	
コマンド・プロンプト・ウィンドウを開きます。


	
インストール・プログラムを含むディレクトリに移動します。


	
インストーラを開始します。

たとえば、Windows 32ビット・プラットフォームでWebLogic Serverパッケージ・インストーラを開始するには、次のように入力します:

wls1036_win32.exe -mode=silent -silent_xml=path_to_silent.xml

ここでは、path_to_silent.xmlはsilent.xmlファイルのフルパスです。




Oracleインストーラ・ウィンドウが表示され、ファイルを抽出中であることが示されます。その他のプロンプトやテキストは表示されません。

詳細は、第5章「サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行」を参照してください。






サイレント・モードでの.binインストール・プログラムの開始

.binインストール・ファイルを使用する場合は、次の手順に従ってサイレント・モード・インストールを開始します。

	
ターゲットのUNIXシステムにログインします。


	
グラフィカル・モード・インストールやコンソール・モード・インストールなどの対話的なインストール・プロセス中にユーザーが通常に入力する構成設定を定義するsilent.xmlファイルを作成します。silent.xmlファイルの作成の詳細は、「サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルの作成」を参照してください。


	
インストール・プログラムを含むディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力して、インストール・プログラムを起動します。

chmod a+x file_name.bin

./file_name.bin -mode=silent -silent_xml=path_to_silent.xml

このコマンドでは、file_name.binはインストール・ファイル名で、path_to_silent.xmlはsilent.xmlファイルのフルパスです。




	
注意:

サーバー・サンプルのインストールは、インストール・コマンドに次のパラメータを指定します。そうしないと、インストールに予想以上に時間がかかる場合があります。

-Djava.security.egd=file:/dev/./urandom









インストーラ・ウィンドウが表示され、ファイルが抽出中であることが示されます。その他のプロンプトやテキストは表示されません。









サイレント・モードでの.jarインストール・プログラムの開始

.jarインストール・ファイルを使用する場合は、次の手順に従ってサイレント・モード・インストールを開始します。




	
注意:

64ビット・プラットフォームでWebLogic Serverをインストールする場合、「64ビットJDKを使用した64ビット・プラットフォームでのWebLogic Serverのインストール」を参照してください。

汎用アップグレード・インストーラを実行する場合、コマンドに-Xmxsize[g|G|m|M|k|K]オプションを追加して、ヒープ・サイズが適切であることを確認します。

UNIXまたはLinuxオペレーティング・システムでWebLogic Serverをインストールするとき、サーバー・サンプルをインストールするには次のパラメータをインストール・コマンドに組み込みます。そうしないと、インストールに予想以上に時間がかかる場合があります。

-Djava.security.egd=file:/dev/./urandom









	
ターゲットのシステムにログインします。


	
グラフィカル・モード・インストールやコンソール・モード・インストールなどの対話的なインストール・プロセス中にユーザーが通常に入力する構成設定を定義するsilent.xmlファイルを作成します。silent.xmlファイルの作成の詳細は、「サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルの作成」を参照してください。


	
適切なJDKのディレクトリをターゲット・システムのPATH変数定義に追加します。たとえば、UNIXまたはLinuxシステムでは、binディレクトリをPATH変数の最初に追加します。

PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


	
インストール・ファイルがあるディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを入力して、インストールを開始します。

java -jar file_name.jar -mode=silent -silent_xml=path_to_silent.xml

このコマンドでは、file_name.jarはインストール・ファイル名で、path_to_silent.xmlはsilent.xmlファイルのフルパスです。

インストーラ・ウィンドウが表示され、ファイルが抽出中であることが示されます。






64ビットJDKを使用した64ビット・プラットフォームでのWebLogic Serverのインストール

.jarのインストール・プログラムを使用して64ビット・プラットフォームでWebLogic Serverをインストールする場合:

	
適切なJDKのディレクトリをターゲット・システムのPATH変数定義に追加します。たとえば、UNIXでは、適切な64ビットJDKのbinディレクトリをターゲット・システムのPATH変数の最初に追加します。

JAVA_HOME=path_to_64-bit_JDK; export JAVA_HOME

PATH=$JAVA_HOME/bin:$PATH; export PATH


	
(UNIXまたはLinuxのみ)32/64ビット・ハイブリッドJDK (HP-PA、HPIAおよびSolaris64プラットフォームなど)を使用する場合、インストール・コマンドに-d64フラグを含めます。たとえば、パッケージ・インストールを使用してグラフィック・モードでインストールする場合は次のとおりです。

java -d64 -jar filename.jar -mode=silent -silent_xml=path_to_silent.xml


	
java -versionコマンド(あるいは、32/64ビット・ハイブリッドJDKを使用するUNIX/Linuxプラットフォームでは、java -d64 -versionコマンド)を実行し、JAVA_HOMEが64ビットJDKを参照していることを確認します。


	
Sun 64ビットJDKを使用している場合、WebLogic Serverをインストールするために次のコマンドを使用します:

java -Xmx1024m -jar filename.jar -mode=silent -silent_xml=path_to_silent.xml













サイレント・モード・インストール用の終了コード

インストール・プログラムをサイレント・モードで実行すると、インストールの成功または失敗を示す終了コードが生成されます。

表5-2は終了コードを示します。


表5-2 サイレント・モード・インストール用の終了コード

	終了コード	説明
	
0

	
インストールは正常に完了しました


	
-1

	
インストールは致命的なエラーにより失敗しました


	
-2

	
インストールは内部的なXML解析エラーのために失敗しました








スクリプトからサイレント・モード・インストール・プロセスを起動する場合は、その終了コードをコンソールに表示するように選択することもできます。

例5-1には、サイレント・モードでインストール・プログラムを呼び出し、スクリプトを実行したコンソールに終了コードをエコーするサンプル・コマンド・ファイルが示されています。


例5-1 サイレント・モード終了コードを表示するサンプル・コマンド・ファイル


rem Execute the installer in silent mode
@echo off
server103_win32.exe -mode=silent -silent_xml=C:\downloads\silent.xml -log=C:\logs\products_silent.log
@rem Return an exit code to indicate success or failure of installation
set exit_code=%ERRORLEVEL%

@echo.
@echo Exitcode=%exit_code%
@echo.
@echo Exit Code Key
@echo ---------------
@echo  0=Installation completed successfully
@echo -1=Installation failed due to a fatal error
@echo -2=Installation failed due to an internal XML parsing error
@echo.








サイレント・モード・インストール用のsilent.xmlファイルのサンプル

次のsilent.xmlサンプル・ファイルは、WebLogic Serverのすべてのデフォルト・コンポーネント、WebLogic ServerのオプションのServerサンプル・サブコンポーネント、Coherenceの製品ファイル・コンポーネントをインストールします。




	
注意:

Serverサンプル・コンポーネントがsilent.xmlにインクルードされる場合、評価データベース・コンポーネントは自動的にインストールされます。そのため、silent.xmlに明示的にインクルードする必要はありません。ただし、Serverサンプルをインストールしなくても評価データベースをインストールする場合、silent.xmlにWebLogic Server/評価データベースをインクルードする必要があります。










<!-- Silent installer option -mode=silent -silent_xml=C:\myfiles\silent.xml -->
<!-- Specify values for each data-value name as follows: 
 
     BEAHOME            Complete pathname to the Middleware Home directory that 
                        will contain this installation.
 
     WLS_INSTALL_DIR    Complete pathname to the product installation 
                        directory in which to install WebLogic Server.
 
     COMPONENT_PATHS    Components and subcomponents to be installed.
                        To install multiple components, separate the components
                        with a bar (|).
                        To install subcomponents, specify a 
                        component/subcomponent combination. For example,
                        to install Core Application Server, use
                        "WebLogic Server/Core Application Server".
     
     INSTALL_NODE_MANAGER_SERVICE  Install Node Manager as a Windows 
                                   service. The default is "no".
                                   Requires Administrator privileges.
 
     NODEMGR_PORT       Node Manager listen port number. If none specified,
                        installer uses default port 5556. 
                        INSTALL_NODE_MANAGER_SERVICE must be set to "yes".
     
     INSTALL_SHORTCUT_IN_ALL_USERS_FOLDER
                        The Windows Start menu folder in which you want the 
                        Start menu shortcuts created.
                        The user performing the installation must have 
                        Administrator privileges to install the shortcuts 
                        in the All Users folder.
                        Possible values:
                        true/yes  The shortcuts are created in 
                                  the All Users folder (default)
                        false/no  The shortcuts are created in 
                                  the local user's folder    

     BEA_BUNDLED_JVMS
                        Option to select BEA bundled JVMS (for e.g. either
                        jrockit_160_05 or jdk160_05 for Windows and Linux
                        platforms). The default value is all BEA bundled JVMs
                        for selected platform.

     LOCAL_JVMS
                        Option to select supported JVM, which is already
                        installed. Note: The presence of either(BEA_BUNDLED_JVMS
                        or LOCAL_JVMS) or both of these tokens negates any
                        default selection and only sets the values assigned for
                        these tokens as user selection. The value of the token
                        can be a pipe ('|') separated JavaHomes.
-->

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
   <bea-installer> 
     <input-fields>
       <data-value name="BEAHOME" value="D:\Oracle\Middleware_Home" />
       <data-value name="WLS_INSTALL_DIR" value="D:\Oracle\Middleware_Home\wlserver_10.3" />
       <data-value name="COMPONENT_PATHS"
        value="WebLogic Server/Core Application Server|WebLogic Server
/Administration Console|WebLogic Server/Configuration Wizard and Upgrade 
Framework|WebLogic Server/Web 2.0 HTTP Pub-Sub Server|WebLogic Server/WebLogic 
JDBC Drivers|WebLogic Server/Third Party JDBC Drivers|WebLogic Server
/WebLogic Server Clients|WebLogic Server/WebLogic Web Server Plugins
|WebLogic Server/UDDI and Xquery Support|WebLogic Server/Server Examples|Oracle Coherence/Coherence Product Files" />
       <data-value name="INSTALL_NODE_MANAGER_SERVICE" value="yes" />
       <data-value name="NODEMGR_PORT" value="5559" />
       <data-value name="INSTALL_SHORTCUT_IN_ALL_USERS_FOLDER" value="yes"/>
    <!--
    <data-value name="LOCAL_JVMS" value="D:\jrockit_160_05|D:\jdk160_11"/>
    -->
 
   </input-fields> 
</bea-installer>






サイレント・モードでのアップグレード・インストーラの実行

サイレント・モードでのアップグレード・インストールのプロセスは、silent.xmlファイルがかなり簡略化されていることを除いて、サイレント・モードでの完全インストールのプロセスと同様です。サイレント・モードでのアップグレード実行時には次の問題があります。

	
WebLogic Serverを最初にインストールしたときにsilent.xmlファイルを作成した場合は、アップグレード・インストール用に作成するsilent.xmlファイルで誤って上書きしないように、元のファイルを安全な場所に保存するか、バックアップ・コピーを作成する必要があります。または、アップグレード・ファイルにsilent_upgrade.xmlなどの別のファイル名を付けることもできます。


	
silent.xmlに正しくないエントリがあると、インストールが失敗する可能性があります。失敗原因を容易に特定できるように、インストールを開始するときにログ・ファイルを作成することをお薦めします。「詳細なインストール・ログの生成」を参照してください。


	
アップグレード・インストーラを使用してLinuxまたはUNIXオペレーティング・システム上で既存のWebLogic Serverインストールをアップグレードするとき、最初のWebLogic Serverインストールの実行に使用したものと同一のユーザーIDを使用して、アップグレード・インストーラを実行する必要があります。


	
Workshop for WebLogicを含む既存のWebLogic Server 10.3.0、10.3.1、10.3.2、または10.3.3インストールをアップグレードする場合、ソフトウェアをアップグレードする前にWorkshopコンポーネントをアンインストールする必要があります。GUIモードまたはコンソール・モードのいずれかを使用してWorkshopコンポーネントを削除する必要があります。詳細は、「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。

アップグレード・インストーラを実行する前にWorkshopを削除しない場合、以前のインストール状態に戻り、WebLogicアンインストール・プログラムを実行してWebLogicコンポーネントを削除することによって、アップグレード後に削除できます。WebLogic Server 10.3.6は、Workshopコンポーネントの削除をサポートしていません。




サイレント・モードでアップグレード・インストーラを実行するには:

	
silent.xmlファイル(またはsilent_upgrade.xmlファイル)を作成して、アップグレード対象のWebLogic Serverインストールを含むミドルウェア・ホーム・ディレクトリを指定します。「アップグレード・インストール用のsilent.xmlファイルのサンプル」のサンプルを参照してください。


	
アップグレード・インストーラが保存されたディレクトリにXMLファイルを保存します。


	
次のいずれかの項の説明に従って、アップグレード・インストーラを開始します。

	
Windows上におけるサイレント・モードでのインストール・プログラムの開始


	
サイレント・モードでの.binインストール・プログラムの開始


	
サイレント・モードでの.jarインストール・プログラムの開始




-silent_xmlオプションが、アップグレード・インストール用に作成したXMLファイルを指していることを確認します。


	
インストールの完了後、JRockit SDKを使用する場合、最新の製品版を使用するためのドメインをアップグレードすることをお薦めします。「JRockitの最新バージョンを使用するドメインの構成」を参照してください。






アップグレード・インストール用のsilent.xmlファイルのサンプル

アップグレード・インストーラを使用する場合、silent.xmlファイルはBEAHOMEデータ値名のみを定義する必要があります。これは、アップグレード対象のWebLogic Serverインストールを含むミドルウェア・ホーム・ディレクトリです。次の例を参照してください(この例では、C:\Oracle\Middlewareは、WebLogic Serverがインストールされるミドルウェア・ホーム・ディレクトリです)。使用しているインストールに応じて、この値を適切なディレクトリに更新します。


<?xml version="1.0" encoding="ISO-8859-1" ?>
<domain-template-descriptor>
<input-fields>
<data-value name="BEAHOME" value="c:\Oracle\Middleware" />
</input-fields>
</domain-template-descriptor>











6 インストール後の情報


この章では、QuickStartを使用する方法やWebLogicドメインを作成する方法など、インストール後の共通タスクおよび情報について説明します。また、JDKバージョン、ノード・マネージャ・サービス、Windowsショートカット、アップグレード、パッチ・インストールを決定する方法についても説明します。これには、最新バージョンのJRockitを使用するためにドメインを構成する方法に関する項も含まれます。

この章の内容は次の項のとおりです。

	
QuickStartの使用


	
使用しているJDKバージョンの確認


	
WebLogicドメインの作成


	
ノード・マネージャ・サービスのインストールおよびアンインストール


	
Windowsショートカットの理解


	
WebLogic Serverのアップグレード


	
パッチのインストール


	
JRockitの最新バージョンを使用するドメインの構成






QuickStartの使用

グラフィカル・モード・インストールでの製品インストールが完了すると、デフォルトでは、QuickStartアプリケーションが自動的に起動されます。インストール・プロセスの完了後にQuickStartが自動的に起動しないようにする場合、インストール完了画面の「Quickstartの実行」チェックボックスの選択を解除します。コンソール・モード・インストールまたはサイレント・モード・インストールでは、QuickStartは自動的に起動されません。

QuickStartは、初めてのユーザーがWebLogic Serverを評価、習得、および使用できるよう設計されています。

たとえば、WebLogic ServerのQuickStartアプリケーションでは、次のタスクに簡単にアクセスできます。

	
WebLogic Serverのスタート・ガイド


	
WebLogic Serverサンプル・ドメインの開始


	
WebLogicドメインの現行のバージョンへのアップグレード


	
オンライン・ドキュメントへのアクセス




インストール後に、次の手順でQuickStartを起動できます。

	
Windowsシステムの場合、「スタート」 > 「プログラム」 > 「Oracle WebLogic」 > 「QuickStart」を選択します。


	
UNIXシステムの場合:

	
ターゲットのUNIXシステムにログインします。


	
インストールの/common/quickstartサブディレクトリに移動します。例:

cd /MW_HOME/wlserver_10.3/common/quickstart


	
次のコマンドを入力します。

sh quickstart.sh












使用しているJDKバージョンの確認

次に示すように、コマンドを実行することで、使用しているJDKバージョンを確認することができます。

	
コマンド・プロンプト・ウィンドウを開き、該当するディレクトリに移動します。

Windowsシステム:

WL_HOME\server\bin

UNIXシステム:

WL_HOME/server/bin


	
プロンプトに次のコマンドを入力し、環境が正しく設定されていることを確認します。

Windows:

setWLSenv.cmd

UNIX:

. ./setWLSenv.sh


	
プロンプトに対して、次のコマンドを入力します:

java -version

JRockitを使用している場合、出力にJRockit(R)と表示されます。









WebLogicドメインの作成

WebLogic Serverをインストールした後、WebLogicドメインを作成できます。WebLogicドメインを作成する方法はいくつかあります:

	
Fusion Middleware構成ウィザードを使用し、1つまたは複数のドメイン・テンプレートを使用してドメインを作成します。

SOAやWebCenterなど他のFusion Middleware製品をインストールする場合、この方法をお薦めします。たとえば、SOA製品のインストールを完了すると、その中には管理サーバー、管理対象サーバー、クラスタおよびJDBCリソースなどの必要なドメイン・リソースを含むSOA向けWebLogicドメインの作成を容易にするドメイン・テンプレートが含まれます。

他のFusion Middleware製品をインストールしていない場合、次のフォルダにある開始用ドメイン・テンプレートwls_starter.jarを使用して新規ドメインを作成できます。

WL_HOME\common\templates\domains

wls_starter.jarテンプレートには、デフォルトのドメイン構成設定と、初めて使用するときに役立つ「ようこそ」ページを表示するアプリケーションが含まれています。

既存のドメイン・テンプレートを使用してWebLogicドメインを作成する方法については、『構成ウィザードによるドメインの作成』のWebLogicドメインの作成に関する項を参照してください。


	
WebLogic Scripting Toolを使用して、ドメインを作成します。『Oracle WebLogic Scripting Tool』のWebLogicドメインのオフライン作成に関する項を参照してください。


	
unpackコマンドを使用してドメインを作成します。このコマンドにより、現在のインストールと互換性のあるテンプレートを使用して、コマンドラインからWebLogicドメインを作成できます。『PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成』のunpackコマンドに関する項を参照してください。




	
注意:

unpackを使用して既存のドメインを拡張することはできません。

















ノード・マネージャ・サービスのインストールおよびアンインストール

WindowsマシンにWebLogic Serverを最初にインストールしたときにノード・マネージャのWindowsサービスをインストールしなかった場合、次の手順に従ってインストールできます。

	
管理者権限でマシンにログインします。


	
DOSコマンド・プロンプトを開きます。


	
WL_HOME\server\binディレクトリに移動します。WL_HOMEはWebLogic Serverのホーム・ディレクトリです(デフォルトでは、C:\Oracle\Middleware\wlserver_10.3)。


	
次のコマンドを入力します。

installNodeMgrSvc.cmd


	
数秒後に、次のメッセージが表示されます。


Oracle WebLogic NodeManager (C_Oracle_Middleware_wlserver_10.3) installed.


サービスはデフォルトのノード・マネージャ・リスニング・ポート(5556)を使用してインストールされます。このリスニング・ポートが使用中の場合、プログラムから別のリスニング・ポートの入力を要求されます。







	
注意:

ノード・マネージャのWindows サービスがすでにインストールされている場合、次のメッセージが表示されます。


CreateService failed - The specified service already exists.









ノード・マネージャのWindowsサービスをアンインストールするには、次の手順に従います:

	
管理者権限でマシンにログインします。


	
DOSコマンド・プロンプトを開きます。


	
WL_HOME\server\binディレクトリに移動します。WL_HOMEはWebLogic Serverのホーム・ディレクトリです(デフォルトでは、C:\Oracle\Middleware\wlserver_10.3)。


	
次のコマンドを入力します。

uninstallNodeMgrSvc.cmd


	
数秒後に、次のメッセージが表示されます。


Oracle WebLogic NodeManager (C_Oracle_Middleware_wlserver_10.3) removed.









Windowsショートカットの理解

Windowsシステムにソフトウェアをインストールすると、スタート・メニューにショートカット・エントリが自動的に作成されます。




	
注意:

管理者権限でインストールを行うと、「All Users」の「スタート」メニュー・フォルダまたはローカル・ユーザーの「スタート」メニュー・フォルダに、ショートカット・エントリを作成できます。詳細は、「管理者権限」を参照してください。









「スタート」 > 「プログラム」 > 「Oracle WebLogic」メニューのオプションは、インストールしたコンポーネントによって異なります。

	
WebLogic Server 11gR1: デフォルトのWebLogicドメイン、サンプル、ツールおよびオンライン・ドキュメントを起動するためのショートカットを含みます。

	
WebLogic Serverドメインを使用すると、事前に作成されたWebLogic Serverコード・サンプルの実行およびJava EEアプリケーションのデプロイが可能になり、JSPまたはHTMLページへのデータの転送が迅速にできるようになります。このドメインで、開発中のアプリケーションをテストすることもできます。


	
Serverサンプルをインストールした場合、Examplesフォルダには、サンプル・サーバーの起動と停止用のショートカットと、WebLogic Serverコード・サンプル・ドキュメントを起動するためのショートカットが含まれます。


	
Toolsフォルダには、WebLogic Serverツール(構成ウィザード、ドメイン・テンプレート・ビルダー、ドメイン・アップグレード・ウィザード、ノード・マネージャおよびWebLogic Scripting Tool)を起動するためのショートカットが含まれています。





	
「オンライン・ドキュメント」: オンライン・ドキュメントへのリンクが提供されています。


	
QuickStart: 初めてのユーザーがソフトウェアを評価、習得、および使用できるように設計されているQuickStartアプルケーションを起動します。


	
Smart Update: My Oracle Supportからダウンロードしたパッチをインストールするために使用できるSmart Updateプログラムを起動します。


	
Uninstall Oracle WebLogic: アンインストール・プログラムを起動します。詳細は、第7章「ソフトウェアのアンインストール」を参照してください。







	
注意:

ドメインを作成した後、ドメイン・ディレクトリが格納されているディレクトリの名前も「Oracle WebLogic」メニューに表示されます。デフォルトはuser_projectsです。このメニュー・エントリにより、指定したドメインに対して管理サーバーを起動および停止したり、管理コンソールを起動することができます。














WebLogic Serverのアップグレード

WebLogic Serverインストールのバージョンをアップグレードする場合(たとえば、9.xリリースから10.xリリース)、『Oracle WebLogic Serverアップグレード・ガイド』を参照してください。このドキュメントでは、アプリケーション、それらがデプロイされているWebLogicドメイン、ドメインに関連付けられているすべてのアプリケーション・データなど、WebLogic Server環境全体をアップグレードする方法について説明しています。データベース・サーバー、ファイアウォール、ロード・バランサ、LDAPサーバーなどの外部リソースが含まれる場合もあります。






パッチのインストール

Oracle Smart Updateは、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ(utils/bsu)に自動的にインストールされるスタンドアロンのJavaアプリケーションです。Smart Updateを使用してインストールされているWebLogic Serverに簡単にパッチを適用することができます。サポートによってインストール済のバージョンのWebLogic Serverに使用可能なパッチが作成されるとき、My Oracle Supportからパッチをダウンロードしてから、Oracle Smart Updateを使用してパッチをインストールに適用します。Smart Updateでは、適用可能なすべての更新が管理されます。また、様々なパッチやその他のメンテナンス更新を環境に適用して管理する方法を柔軟にカスタマイズできます。Smart Updateの使用方法については、『Oracle Smart Updateパッチおよびメンテナンス・パックのインストール』を参照してください。




	
注意:

WebLogic Server 10.3.4の時点では、Smart Updateを使用してWebLogic Serverパッチ・セット・リリースをダウンロードおよびインストールできません。









アップグレード・インストーラを使用して、現在使用可能なすべてのパッチをインストールすることもできます。WebLogic Serverアップグレード・インストーラを使用してLinuxまたはUNIXオペレーティング・システム上で既存のWebLogic Serverインストールをアップグレードするとき、最初のWebLogic Serverインストールの実行に使用したものと同一のユーザーIDを使用して、アップグレード・インストーラを実行する必要があります。詳細は、「インストーラのタイプ」および「My Oracle Supportからのアップグレード・インストーラのダウンロード」を参照してください。




	
注意:

WebLogic Server環境にインストールされている他のFusion Middleware 11g リリース1製品(SOAまたはWebCenter)のパッチをインストールする必要がある場合、WebLogic ServerパッチのインストールまたはWebLogic Serverインストールの更新を行う前に、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』を参照してください。














JRockitの最新バージョンを使用するドメインの構成

JRockit SDKを使用する場合、アップグレード・パッチのインストール、またはアップグレード・インストーラの実行後に、JRockit SDKの最新の製品版を使用するよう、ドメインをアップグレードすることをお薦めします。アップグレード・パッチまたはアップグレード・インストーラで最新版のJRockit SDKがインストールされても、ドメインはそれを使用できるように自動的に構成されないためです。

JRockit SDKの最新の製品版を使用できるようドメインを構成するには、次のファイルを修正します。

	
Windowsの場合:

MW_HOME\domain_location\domains\domain_name\bin\setDomainEnv.cmd


	
UNIXの場合:

MW_HOME/domain_location/domains/domain_name/bin/setDomainEnv.sh




出現するJRockitの既存バージョンをすべてJRockit SDKの最新の製品バージョンに置換します。

たとえば、WebLogic Server 10.3.2からWebLogic Server 10.3.3へアップグレードする場合、次を置換します。

jrockit_160_14_R27.6.5-32

置換後

jrockit_160_20_D1.0.1-2119

WebLogic Serverバージョンのために使用するJRockit SDKのバージョン番号を特定するには、MW_HOME内のJRockitディレクトリ名を参照します。使用する番号はディレクトリ名と同じです。









7 ソフトウェアのアンインストール


この章では、WebLogic Serverをアンインストール/再インストールする方法や、以前のWebLogic Serverインストールに戻す方法について説明します。

内容は以下のとおりです。

	
ソフトウェアのアンインストール


	
以前のインストールに戻す


	
ソフトウェアの再インストール






ソフトウェアのアンインストール

次の項では、WindowsとUNIXシステムでソフトウェアや個別のコンポーネントをアンインストールする方法について説明します。ソフトウェアは、グラフィカル、コンソールまたはサイレント・モードを使用してアンインストールできます。




	
注意:

既存のインストールをアップグレードするためにアップグレード・インストーラを使用した場合、「以前のインストールに戻す」で説明するように、ソフトウェアを完全に削除、または以前のインストールに戻します。









	
グラフィカル・モードでのソフトウェアのアンインストール


	
コンソール・モードでのソフトウェアのアンインストール


	
サイレント・モードでのソフトウェアのアンインストール




製品配布のコンポーネントを個別にアンインストール、またはインストール全体をアンインストールできます。アンインストール・プログラムには依存関係チェック機能があるため、適切なコンポーネントをアンインストールできます。

アンインストール・プログラムでは、インストールに関連付けられたホーム・ディレクトリ、JDK、ユーザーが作成したWebLogicドメインは削除されません。インストール・プログラムでインストールしたコンポーネントのみを削除できます。インストール全体をアンインストールする場合は、関連付けられている製品ディレクトリも削除されます。ただし、次のいずれかが当てはまる場合を除きます:

	
ユーザーが作成した構成ファイルまたはアプリケーション・ファイルが製品ディレクトリに格納されている。アンインストール・プログラムは、ユーザーが作成した構成ファイル、アプリケーション・ファイルまたはドメインは削除しません。


	
インストール全体がアンインストールされなかった。個別のコンポーネントをアンインストールした場合は、そのコンポーネントのインストール・ディレクトリのみが削除されます。その他のコンポーネントのインストール・ディレクトリには影響がありません。


	
アンインストール・プログラムが、製品ディレクトリ構造の中から(特に、uninstallerディレクトリから)呼び出された。






グラフィカル・モードでのソフトウェアのアンインストール

グラフィカル・モードでアンインストール・プログラムを実行するには、コンソールでJavaベースのGUIがサポートされている必要があります。該当するシステムで、アンインストール・プログラムは、JavaベースのGUIがサポートされていないことを確認した場合、自動的にコンソール・モードで実行を開始します。

次の手順に従って、完全な製品インストールまたは個別のコンポーネントをグラフィカル・モードでアンインストールします。

	
実行中のすべてのサーバーを停止します。Windowsサービスとして構成しているサーバーがある場合は、サービスを停止してからソフトウェアをアンインストールする必要があります。


	
表7-1の説明に従って、アンインストール・プログラムを起動します。


表7-1 グラフィカル・モードでのアンインストール・プログラムの起動

	プラットフォーム	手順
	
Windows

	
「スタート」>「プログラム」>「Oracle WebLogic」>「Oracle WebLogicのアンインストール」を選択します。

Oracleアンインストーラの「ようこそ」画面が表示されます。


	
UNIX

	
	
次のディレクトリに移動します:

MW_HOME\utils\uninstall

MW_HOMEは、アンインストールする対象の製品をインストールしたミドルウェア・ホーム・ディレクトリです。


	
プロンプトに対してuninstall.shと入力します。

Oracleアンインストーラの「ようこそ」画面が表示されます。




注意: システムがグラフィカル・ユーザー・インタフェースをサポートしている場合、アンインストール・プログラムはグラフィカル・モードで起動します。システムがグラフィカル・ユーザー・インタフェースをサポートしていない場合、アンインストール・プログラムはコンソール・モードで起動します。コンソール・モードでの手順は、「コンソール・モードでのソフトウェアのアンインストール」を参照してください。








	
「次へ」をクリックして、アンインストール・プログラムを起動します。

「コンポーネントの選択」画面が表示されます。


	
該当するチェック・ボックスを選択するか、または選択を解除して、アンインストールするコンポーネントを選択します。デフォルトでは、インストールされているコンポーネントがすべて選択され、削除対象となっています。




	
注意:

アップグレード・インストーラを使用してWebLogic Server 10.3.0、10.3.1、10.3.2または10.3.3インストールからWebLogic 10.3.6へアップグレードする前に、Workshop for WebLogicをアンインストールするには、ここに表示されるコンポーネントのみを選択します。

[image: 選択するWorkshopコンポーネント]









	
アンインストールするコンポーネントを選択したら、「次へ」をクリックします。




	
注意:

「次へ」をクリックしたら、アンインストール・プロセスを中断できません。










	
オプションで、「詳細」をクリックするとアンインストールされるコンポーネントを示すログ・ファイルを表示できます。


	
Oracle製品をアンインストール中の画面で、「完了」をクリックし、アンインストール・プログラムを終了します。









コンソール・モードでのソフトウェアのアンインストール

次の手順に従って、コマンド・ライン・インタフェースを使用して完全な製品インストールまたは個別のコンポーネントをアンインストールします。

	
実行中のすべてのサーバーを停止します。Windowsサービスとして構成しているサーバーがある場合は、サービスを停止してからソフトウェアをアンインストールする必要があります。


	
表7-2の説明に従って、アンインストール・プログラムを起動します。


表7-2 コンソール・モードでのアンインストール・プログラムの起動

	プラットフォーム	手順
	
Windows

	
	
コマンド・プロンプト・ウィンドウを開き、次のディレクトリに移動します:

MW_HOME\utils\uninstall

ここで、MW_HOMEは、WebLogic Serverをインストールしたミドルウェア・ホーム・ディレクトリを示します。


	
プロンプトに対して、次のコマンドを入力します:


uninstall -mode=console 




「ようこそ」テキストが表示されます。


	
UNIX

	
	
次のディレクトリに移動します:

MW_HOME/utils/uninstall

ここで、MW_HOMEは、WebLogic Serverをインストールしたミドルウェア・ホーム・ディレクトリを示します。


	
プロンプトに対して、次のコマンドを入力します:


sh uninstall.sh -mode=console




「ようこそ」テキストが表示されます。








	
「next」と入力するか、[Enter]を押して、アンインストール・プログラムの次のパネルに進みます。




	
注意:

「exit」、「previous」および「next」と入力する際は、単語全体を入力するかわりに、1文字のショートカットx、pおよびnをそれぞれ使用できます。









「アンインストールする製品とコンポーネントの選択」プロンプトが表示されます。


	
アンインストールするコンポーネントを選択します。デフォルトでは、インストールされているコンポーネントがすべて選択され、削除対象となっています。

コンポーネントをシステムにインストールしたまま残すには、カッコ内に表示されるとおり正確に、コンポーネントの数値コードをコマンドラインに入力します。依存関係チェックが実行され、別のコンポーネントに必要なコンポーネントをアンインストールしないことを確認します。

アップグレード・インストーラを使用してバージョン10.3.1または10.3.2インストールから10.3.x以降のインストールにアップグレードする前に、Workshop for WebLogicをアンインストールするには:

	
1を入力してすべてのWebLogic Serverコンポーネントの選択を解除します。


	
Coherenceをインストール済の場合は、そのコンポーネントの値を入力して選択を解除します。


	
Workshop for WebLogicコンポーネントのみが選択されていることを確認します(コンポーネント番号の横にチェックマークで示されています)。





	
「next」と入力するか、[Enter]を押して、アンインストール・プロセスを続行します。




	
注意:

「next」を入力したら、アンインストール・プロセスを中断できません。










	
アンインストール・プロセスが完了したら、「exit」と入力するか、[Enter]を押して、アンインストールを完了し、アンインストール・プログラムを終了します。









サイレント・モードでのソフトウェアのアンインストール

サイレント・モードでソフトウェアをアンインストールすると、ソフトウェアのすべてのインストールがアンインストールされます。個別のコンポーネントのアンインストールはできません。




	
注意:

アップグレード・インストーラを実行する前にWorkshop for WebLogicをアンインストールする必要がある場合、グラフィカル・モードまたはコンソール・モードでアンインストーラを実行し、Workshopコンポーネントのみを削除します。









サイレント・モードでアンインストール・プログラムを実行する場合、グラフィカル・モードまたはコンソール・モードでアンインストール・プログラムを実行する場合と同様に、次を含むファイルおよびディレクトリはそのまま残ります。

	
logsおよびutilsサブディレクトリを含むホーム・ディレクトリ


	
JDK (製品と共にインストールした場合)。


	
ドメイン・ディレクトリ(user_projectsにあるドメイン・ディレクトリも含む)


	
ソフトウェアのインストール後に作成または変更されたその他のファイル




これらのファイルは手動で削除できます。

サイレント・モードではソフトウェアを手動でアンインストールできますが、サイレント・モードのアンインストールは、スクリプトでの使用を意図したものです。スクリプトでは表7-3のコマンドを使用できます。

次の手順に従って、サイレント・モードでProductsソフトウェアをアンインストールします。

	
実行中のすべてのサーバーを停止します。Windowsサービスとして構成しているサーバーがある場合は、サービスを停止してからソフトウェアをアンインストールする必要があります。


	
表7-3の説明に従って、アンインストール・プログラムを起動します。





表7-3 サイレント・モードでのアンインストール・プログラムの起動

	プラットフォーム	手順
	
Windows

	
	
コマンド・プロンプト・ウィンドウを開き、次のディレクトリに移動します:

MW_HOME\utils\uninstall

MW_HOMEは、ソフトウェアをインストールしたミドルウェア・ホーム・ディレクトリを示します。


	
プロンプトに対して、次のコマンドを入力します:


uninstall -mode=silent 





	
UNIX

	
	
次のディレクトリに移動します:

MW_HOME\utils\uninstall

MW_HOMEは、ソフトウェアをインストールしたミドルウェア・ホーム・ディレクトリを示します。


	
プロンプトに対して、次のコマンドを入力します:

sh uninstall.sh -mode=silent














	
注意:

サイレント・モードでアンインストール・プログラムを実行すると、エラーが発生した場合も含めて、アンインストールが進行中であることや、正しく完了したことを示すメッセージは表示されません。

コマンド・ラインに-log=full_path_to_log_fileオプションを追加すると、詳細なインストール・ログが作成されます。例:


uninstall -mode=silent -log=C:\logs\weblogic_uninstall.log
















以前のインストールに戻す

アップグレード・インストーラを使用して既存のインストールを最新のバージョンにアップグレードした場合、アンインストーラ・プログラムを使用してソフトウェアの以前のバージョンに戻すことができます。たとえば、WebLogic Serverバージョン10.3.0からバージョン10.3.3にアップグレードした場合、アンインストーラを使用して10.3.0のインストールに戻すことができます。




	
注意:

以前のインストールに戻す場合、アンインストール・プログラムはグラフィカル・モードまたはコンソール・モードで実行できます。この場合、サイレント・モードではアンインストール・プログラムを実行できません。

Smart Updateツールを使用してパッチと更新を削除することもできます。詳細は、『Oracle Smart Updateパッチおよびメンテナンス・パックのインストール』」を参照してください。











グラフィカル・モードを使用して以前のインストールに戻す

グラフィカル・モードを使用して以前のインストールに戻すには:

	
実行中のすべてのサーバーを停止します。Windowsサービスとして構成しているサーバーがある場合は、サービスを停止してからソフトウェアをアンインストールする必要があります。


	
WebLogic Server 10.3.0にロールバックする場合、組込みLDAPスキーマに関する重要事項は、「組込みLDAPスキーマのアップグレード」を参照してください。


	
表7-1の説明に従って、アンインストール・プログラムを起動します。


	
「次へ」をクリックします。「アンインストール・タイプを選択」画面が表示されます。この画面のオプションは、アップグレードした初回インストールとアップグレードしたリリースによって異なります。次の例では、WebLogic Server 10.3.0が(Workshop for WebLogicなしで)インストールされ、バージョン10.3.0のインストールがバージョン10.3.4にアップグレードされた環境の場合を示しています。

[image: Oracleアンインストーラ「アンインストール・タイプを選択」画面]



	
適切な「ロールバック」または「アンインストール」オプションを選択します。この例では:

	
WebLogic Server 10.3.0リリースに戻すには、WebLogicプラットフォームにロールバックを選択します。「次へ」をクリックします。WebLogic Platformをアンインストール中の画面が表示されます。ステップ5に進みます。


	
WebLogic Server 10.3.6リリースを完全にアンインストールするには、WebLogic Platformのアンインストール バージョンを選択します。この場合、コンポーネントの選択画面が表示され、「グラフィカル・モードでのソフトウェアのアンインストール」のステップ4からアンインストールを続行できます。





	
アンインストール・プログラムがソフトウェアの以前のバージョンを復元するまで待機します。アンインストール完了のメッセージが表示されたら、「完了」をクリックします。









コンソール・モードを使用して以前のインストールに戻す

コンソール・モードを使用して以前のインストールに戻すには:

	
実行中のすべてのサーバーを停止します。Windowsサービスとして構成しているサーバーがある場合は、サービスを停止してからソフトウェアをアンインストールする必要があります。


	
WebLogic Server 10.3.0にロールバックする場合、組込みLDAPスキーマに関する重要事項は、「組込みLDAPスキーマのアップグレード」を参照してください。


	
表7-2の説明に従って、アンインストール・プログラムを起動します。


	
「next」と入力するか、[Enter]を押して、アンインストール・プログラムの次のパネルに進みます。


	
選択するアンインストールまたはロールバックのオプションに対して、適切な番号を入力します。表示されるオプションは、初回インストールとアップグレードしたバージョンによって異なります。

	
WebLogic Server 10.3.0.0にロールバックするオプションを選択すると、数分後、アンインストール・プログラムが以前のバージョンを復元している間、「ファイルをリストアしています」というメッセージが表示されます。ステップ5に進みます。


	
「アンインストール」オプションを選択すると、既存のインストールをすべて完全に削除するか、または、現在インストールされているバージョンのコンポーネントを個別に削除できます。この場合、アンインストールするコンポーネントの選択パネルが表示されます。続行するには、「コンソール・モードでのソフトウェアのアンインストール」のステップ4に進みます。





	
アンインストール・プログラム・シェルがクローズすると、プロセスが完了します。









組込みLDAPスキーマのアップグレード

WebLogic Server 10.3.1より、組込みLDAPサーバーに新規の操作属性orclguidが追加されました。したがって、WebLogic Server 10.3.0バージョンから10.3.x以降のバージョンにアップグレードした後、10.3.0インストールにロールバックする必要が生じた場合は、ロールバック後に、10.3.0インストールの組込みLDAPスキーマを、ロールバック前のインストールのスキーマ・バージョンにアップグレードすることをお薦めします。そうしないと、ロールバック後に、次のLDAPエラーが表示される可能性があります。

LDAPException: error result (65); Missing Attributes: [], NotAllowed Attributes: [orclguid]

組込みLDAPスキーマをアップグレードするには:

	
10.3.0インストールにロールバックする前に、次のスキーマ・ファイルのコピーを一時ディレクトリに保存します。

WL_HOME\server\lib\schema.core.xml


	
WebLogic Server 10.3.0インストールにロールバックした後、WebLogic Server 10.3.0インストールのスキーマ・ファイルを一時ディレクトリに保存したスキーマ・ファイルに置き換えます。











ソフトウェアの再インストール

同じホーム・ディレクトリまたは同じファイル・ロケーションで、同じ製品の以前インストールしたバージョンの上に同じバージョンの製品を再インストールすることはできません。ただし、既存のインストールに製品および製品コンポーネントを追加できます。たとえば、あるインストールでコア・アプリケーション・サーバー、管理コンソールおよび構成ウィザード・アップグレード・フレームワークをインストールし、別のインストールでWebLogic JDBCドライバとServerサンプルを追加できます。

同じバージョンの製品コンポーネントまたは製品全体を同じ場所に再インストールするには、まず以前のインストールをアンインストールする必要があります。

すでに完全なインストールが格納されているホーム・ディレクトリに製品の完全なコピーをインストールしようとすると、エラー・メッセージが表示されます。「OK」をクリックして(コンソール・モードの場合は「OK」と入力して)「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」画面(またはパネル)に戻ります。

プロンプトで、次のいずれかのオプションを選択します。

	
別のホーム・ディレクトリを使用してソフトウェアのインストールを続行するには、以前のインストールが存在しない既存のホーム・ディレクトリを選択するか、ホーム・ディレクトリを作成します。


	
インストール・プログラムを終了します。ソフトウェアを同じホーム・ディレクトリに再インストールするには、以前のインストールをアンインストールする必要があります。

次の項の説明に従って、ご使用のプラットフォームに対応するアンインストール・プログラムを起動します。

	
グラフィカル・モードでのソフトウェアのアンインストール


	
コンソール・モードでのソフトウェアのアンインストール


	
サイレント・モードでのソフトウェアのアンインストール







次のいずれかの章の説明に従って、ソフトウェアをインストールします。

	
第3章「グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行」


	
第4章「コンソール・モードでのインストール・プログラムの実行」


	
第5章「サイレント・モードでのインストール・プログラムの実行」












A Oracle WebLogic Serverのインストール画面


この付録には、WebLogic Serverのすべてのインストール画面のスクリーンショットおよび説明が含まれています。

	
ようこそ


	
ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択


	
セキュリティ更新のための登録


	
インストール・タイプの選択


	
製品およびコンポーネントの選択


	
JDKの選択


	
製品インストール・ディレクトリの選択


	
製品インストール・ディレクトリの確認


	
Windowsサービスのインストール


	
ショートカットの場所の選択


	
インストール・サマリー


	
ステータス


	
インストール完了






ようこそ

[image: WebLogic Serverインストーラの「ようこそ」画面]

「ようこそ」画面はインストーラを起動するたびに表示されます。






ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択

[image: 「Oracle Middlewareホーム・ディレクトリ」画面]

ターゲット・システムにインストールされるすべてのFusion Middleware製品(WebLogic Serverを含む)のためのセントラル・サポート・ディレクトリとして機能するミドルウェア・ホーム・ディレクトリを指定します。デフォルトのミドルウェア・ホーム・ディレクトリはC:\Oracle\Middlewareです。各Fusion Middleware製品は、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ内のそれぞれの製品ディレクトリにインストールされます。

	
システムにすでにミドルウェア・ホーム・ディレクトリが存在する場合、そのディレクトリを選択する(推奨)か、または別のミドルウェア・ホーム・ディレクトリを作成します。


	
「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ」のフィールドに新しいディレクトリ名を入力してディレクトリを作成する選択をした場合、インストール・プログラムが自動的にディレクトリを作成します。または、参照をクリックして、「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリ」画面から既存のディレクトリを選択することもできます。




ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの詳細は、「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」を参照してください。






セキュリティ更新のための登録

[image: 「セキュリティ更新のための登録」画面]

Oracle WebLogic ServerのインストールをMy Oracle Supportに登録するかどうかを指定します。登録すると、ご使用のインストールに関するセキュリティ更新がある場合、Oracleサポートがすぐに通知します。

インストールを登録する場合、My Oracle Support電子メール・アドレスとMy Oracle Supportパスワードを入力ます。

登録を拒否する場合、「セキュリティ更新をMy Oracle Supportから受けとります」チェック・ボックスの選択を解除します。「確認」ダイアログ・ボックスが表示されます。続行するには、「はい」をクリックします。




	
注意:

WebLogic Serverのインストールに汎用インストーラ(JAR file)を使用し、$JAVA_HOMEがJDK 1.60_05以降のJDKを参照する場合、「セキュリティ更新をMy Oracle Supportから受けとります」チェック・ボックスを解除できません。この場合、セキュリティ更新のインストールを望まないのであれば:

	
「電子メール」および「パスワードのサポート」フィールドを空白にして、「次へ」をクリックします。「電子メール・アドレスが指定されていません」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
「はい」をクリックします。「確認」ダイアログ・ボックスが表示されます。


	
インストールを継続するには、「はい」をクリックします。




セキュリティの更新を回避する際に「接続に失敗しました」ダイアログ・ボックスが表示される場合、「セキュリティ更新情報の提供を好まない」チェック・ボックスを選択し、「続行」をクリックしてインストールを続けます。









Oracle Supportに登録していない場合は、My Oracle Support Webサイトhttps://support.oracle.com/CSP/ui/flash.htmlに移動し、登録してMy Oracle Supportアカウントを取得します。

My Oracleサポートにインストールを登録するメリットの詳細は、『Oracle Configuration Managerインストレーションおよび管理ガイド』を参照してください。






インストール・タイプの選択

[image: WebLogic Serverインストーラの「インストール・タイプの選択」画面]

インストール・タイプを選択します。

	
標準: システムに、インストール・プログラムに含まれているすべてのソフトウェア・コンポーネントがインストールされます。標準インストールには、Serverサンプルは含まれません。


	
カスタム: インストールするソフトウェア・コンポーネントを選択します。Windowsシステムでは、WindowsサービスとしてOracle WebLogic Serverノード・マネージャをインストールするオプションもあります。Serverサンプルをインストールする場合は、「カスタム」を選択する必要があります。




詳細は、「インストール・タイプの選択」を参照してください。






製品およびコンポーネントの選択

[image: 「製品とコンポーネントの選択」画面]

該当するチェック・ボックスを選択または選択解除することにより、インストールするコンポーネントを指定します。

コンポーネントをフォルダ・レベルで選択または選択解除すると、そのすべてのサブコンポーネントも同様に選択または選択解除されます。

システムにコンポーネントがインストールされている場合は、対応するチェック・ボックスがグレー表示されます。

この画面には、選択されたコンポーネントの説明と概算のインストール・サイズも表示されます。




	
注意:

コンポーネントを選択すると、インストール・プログラムはコンポーネント間の依存関係を確認して、選択したコンポーネントの依存関係も選択されるように、選択したコンポーネントのリストを自動的に変更します。









システムにインストール可能なコンポーネントの詳細は、「インストール可能な製品コンポーネント」を参照してください。






JDKの選択

[image: WebLogic Server インストーラの「JDKの選択」画面]

この画面には、JDKのリストが表示されます。このリストは、使用している専用インストーラに応じて異なります。たとえば、.jarインストーラにはSDKが含まれません。以前のバージョンからアップグレードする場合、リストには選択したすべてのWebLogic Serverコンポーネントの以前のインストールで使用可能な(および共通している)JDKが含まれます。

製品と共にインストールするJDKを選択します。

また、マシンにインストールされているローカルJDK (1.6.0_05以降)を参照して選択できます。

この画面には、強調表示されたJDKの概算のインストール・サイズ、選択されたすべてのJDKの合計インストール・サイズ、およびすべてのコンポーネントの合計インストール・サイズも表示されます。




	
注意:

Sun社は、次のSun Java Runtime Environmentに影響する複数のJavaセキュリティ脆弱性を報告しました。

	
JDKおよびJRE 6 Update 10以下のバージョン


	
JDKおよびJRE 5.0 Update 16以下のバージョン




JDKの上記のいずれかのバージョンをインストールした場合は、インストーラの最新版JDKを選択してSun Java Runtime Environmentの最新版にアップグレードする必要があります。














製品インストール・ディレクトリの選択

[image: WebLogic Serverインストーラの「インストールの概要」]

デフォルトの製品ディレクトリを受け入れるか、またはインストールする各製品に対して新しいディレクトリを指定できます。この画面に一覧表示される製品ディレクトリは、インストールを選択した製品によって異なります。Oracle WebLogic ServerおよびOracle Coherence用に、最大で3つのインストール・ディレクトリの指定が必要になる場合があります。

ディレクトリの作成を選択すると、インストール・プログラムによって自動的にディレクトリが作成されます。

ミドルウェア・ホーム・ディレクトリを変更するために「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」画面に戻った場合、ホーム・ディレクトリへの変更の種類によって、次のような変化が起こります。

	
製品インストール・ディレクトリの選択画面のデフォルトの製品インストール・ディレクトリを受け入れると、「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」画面では旧インストール・ディレクトリが保持されます。

たとえば、Oracle WebLogic Serverのデフォルトのインストール・ディレクトリは、MW_HOME\wlserver_10.3です。


	
製品インストール・ディレクトリの選択画面で新しい製品インストール・ディレクトリを入力すると、「ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの選択」画面でディレクトリ名がその入力した新しい名前に変更されます。


	
製品インストール・ディレクトリの選択画面でインストール・ディレクトリを指定すると、指定したディレクトリが既存のミドルウェア・ホーム以外のディレクトリである場合、既存のインストール・ディレクトリが保持されます。




詳細は、「製品インストール・ディレクトリの選択」を参照してください。






製品インストール・ディレクトリの確認

[image: confirm_dirs.gifの説明が続きます]



既存の製品インストールにコンポーネントを追加している場合、製品インストール・ディレクトリを確認します。これらは、WebLogic ServerまたはOracle Coherenceをインストールしたディレクトリです。

選択したコンポーネントが、初回インストール時に指定した製品インストール・ディレクトリにインストールされます。






Windowsサービスのインストール

[image: 図nodemgr.gifの説明が続きます]

表示されたWindowsサービス、特にWeblogic Serverノード・マネージャ・サービスをインストールするかどうかを選択します。ノード・マネージャは、WebLogicドメイン内のサーバー・インスタンスを監視、起動および停止するために使用されます。

はいを選択した場合、適切なフィールドにノード・マネージャ・リスニング・ポートを入力します。デフォルト値は5556です。




	
注意:

指定したリスニング・ポート番号が実行中のアプリケーションによって使用している場合、インストール・プログラムは別のノード・マネージャ・リスニング・ポートの値を入力するように求めます。














ショートカットの場所の選択

[image: 図shortcut.gifの説明が続きます]

次のオプションから選択します。

	
「All Users」のスタート・メニュー・フォルダ

このオプションを選択して、マシン上に登録されているすべてのユーザーがインストールされたソフトウェアにアクセスできるようにします。ただし、管理者権限のあるユーザーのみが「All Users」フォルダにショートカットを作成できます。したがって、管理者権限を持たないユーザーが構成ウィザードを使用してWebLogicドメインを作成しても、そのドメインへの「スタート」メニューのショートカットは作成されません。この場合は、必要に応じて、ローカルの「スタート」メニュー・フォルダに手動でショートカットを作成できます。「All Users」のスタート・メニューを選択するには、キーボードの[ALT+A]キーを押します。


	
ローカル・ユーザーのスタート・メニュー・フォルダ

このオプションを選択すると、このマシンに登録されている他のユーザーが、このインストールでスタート・メニュー・エントリへのアクセス権を持たないことが保証されします。ローカル・ユーザーのスタート・メニューを選択するには、キーボードの[ALT+L]キーを押します。









インストール・サマリー

[image: 図summary.gifの説明が続きます]

この画面にはインストールされる製品コンポーネントとJDKのリストが表示されます。また、各製品コンポーネントとJDKの説明と概算のインストール・サイズ、および選択されたすべての項目の合計サイズも表示されます。






ステータス

[image: WebLogic Serverインストーラの「ステータス」画面]

この画面には、インストールの進捗状況が表示されます。進捗バーが100%になると、インストールは完了です。






インストール完了

[image: WebLogic Serverインストーラの「インストール完了」画面]

この画面には、次のメッセージが表示されます: 「おめでとうございます。インストールが完了しました。」

QuickStartアプリケーションを実行する場合、「Quickstartの実行」チェック・ボックスを選択したままにします。QuickStartは、ソフトウェアの評価、学習、および使用に関して初心者ユーザーをサポートするために設計されています。このアプリケーションは、サンプル・ドメインへのクイック・アクセス、アプリケーションのアップグレードに関する情報、オンライン・ドキュメントを提供します。

QuickStartを起動しない場合は、「Quickstartの実行」チェック・ボックスの選択を解除します。









B 開発専用インストール


Oracleでは、開発のみを目的としたWebLogic Serverの完全インストールをZIPファイルで提供しています。このインストールは、Windows、LinuxおよびMac OS Xの各システムでサポートされています。

展開されたインストールには、WebLogic Serverでアプリケーションを開発するために必要なすべてのアーティファクトが含まれていますが、標準モードで実行されるWebLogic Serverインストールより少ないディスク領域を使用します。次を除くすべてのWebLogic Serverコンポーネントが含まれています:

	
サンプル


	
Derbyデータベース


	
WebServerプラグイン


	
サポートされていないプラットフォームのネイティブJNIライブラリ


	
英語以外のロケール用管理コンソール・ヘルプ・ファイル


	
Oracle Configuration Management (OCM)およびADRファイル


	
Sun SDKとOracle JRockit SDK


	
Coherenceライブラリ




また、オラクル社では、開発専用インストーラを補完する追加ファイルを含む補助ZIPファイルを提供しています。補助ZIPファイルには、次のコンポーネントが含まれます。

	
サンプル・ファイル(WL_HOME/samplesへ展開されます)


	
Derbyデータベースおよび関連スクリプト(WL_HOME/common/derbyへ展開されています)


	
英語以外のロケール用管理コンソール・ヘルプ・ファイル(WL_HOME/server/lib/consoleapp/consolehelp/locale_directoryへ展開されています。ここで、ロケール・ディレクトリは次のとおりです。

	
de


	
es


	
fr


	
it


	
ja


	
ko


	
pt-br


	
zh-cn


	
zh-tw









開発専用インストールのスタート・ガイド

開発専用のWebLogic Serverインストールを使用するには:

	
Oracle Technology NetworkからZIPファイルをダウンロードします。詳細は、「Oracle Technology Networkからのインストーラのダウンロード」を参照してください。ダウンロード・ページで、Oracle WebLogic Server 11gR1 (10.3.6)開発専用インストーラ行の該当リンクをクリックします。


	
インストーラのダウンロードの完了後、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリとして使用するディレクトリにファイルを展開します。たとえば、このWebLogic Serverインストールのミドルウェア・ホームとしてC:\Oracle\MW_devを使用する場合、そのディレクトリでファイルを展開します。




	
注意:

すでにWebLogic Serverインストールが含まれている既存のミドルウェア・ホームでファイルを展開しないでください。










	
オプションで、Oracle Technology Networkから補助ZIPファイルをダウンロードします。ダウンロード・ページで、Oracle WebLogic Server 11gR1 (10.3.6)補助インストーラの行の該当リンクをクリックします。


	
ダウンロードが完了したら、補助ZIPファイルを開発専用インストーラ・ファイルを展開した場所と同一のミドルウェア・ホーム・ディレクトリに展開します。


	
ファイルを展開したミドルウェア・ホーム・ディレクトリのREADME.txtファイルを開き、QUICKSTARTセクションの手順に従います。README.txtファイルに準備とインストールについての最新手順が含まれています。




	
注意:

README.txtファイルに記載されている構成スクリプトを実行後に補助ZIPをダウンロードしてインストールする場合は、補助ZIPファイルをミドルウェア・ホーム・ディレクトリへ展開した後に構成スクリプトを実行する必要があります。









READMEファイルには、開発専用インストールの現行のバージョンに関するすべての既知の問題のリストおよび他の重要な情報も含まれています。


	
補助ZIPファイルを展開済の場合は、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリにあるREADME_SUPP.txtファイルを開き、QUICKSTARTの項の手順に従います。README_SUPP.txtファイルには、サンプル・ドメインに関する情報や、補助ファイルの最新のインストールおよび構成の手順が記載されています。




詳細は、次の項を参照してください。

	
ドメインの作成


	
既存インストールのアップグレード


	
既存インストールの削除









ドメインの作成

開発環境のすべてのドメインをミドルウェア・ホーム・ディレクトリ以外に作成することをお薦めします。これによって、ドメインとアプリケーションを再作成せずに、既存の開発専用インストールの削除またはより新しいバージョンへのアップグレードが簡単にできます。

WLSTのunpackコマンドまたはFusion Middleware構成ウィザードを使用してドメインを作成できます。ドメインを作成するときに参照するWebLogic Serverドメインと拡張テンプレートは、MW_HOME/wlserver/common/templates/domainsおよびMW_HOME/wlserver/common/templates/applicationsディレクトリにあります。ドメインの作成の詳細は、次のドキュメントを参照してください:

	
構成ウィザードによるドメインの作成


	
Oracle WebLogic Scripting Tool


	
PackおよびUnpackコマンドによるテンプレートとドメインの作成


	
ドメイン・テンプレート・リファレンス









既存のインストールのアップグレード

既存のインストールのインプレース・アップグレードは、このインストーラではサポートされていません。開発専用インストーラをより新しいバージョンにアップグレードするには:

	
Oracle Technology Networkから最新バージョンをダウンロードします。


	
ZIPファイルを新規のミドルウェア・ホームの場所に展開します。


	
MW_HOMEの変数を変更して、新規のミドルウェア・ホームを指すようしにます。


	
ドメインの起動スクリプトを更新して、新規のMiddlewareを指すようにします。









既存のインストールの削除

既存の開発専用インストールを完全に削除するには、ファイルを展開した場所のミドルウェア・ホーム・ディレクトリ全体を削除します。補助ファイルもインストール済の場合は、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリの削除時にそれらのファイルも削除されます。




	
注意:

ミドルウェア・ホーム・ディレクトリで作成したドメインやアプリケーションを将来の使用のために保存するには、該当のドメインやアプリケーションが含まれているディレクトリを削除する前に、そのディレクトリをミドルウェア・ホーム以外の別の場所に移動します。

















C WebLogic Serverインストーラ


この付録は、利用可能なすべてのWebLogic Serverインストーラを示しています。インストーラをダウンロードできるOracle Webサイトの詳細は、「製品の配布」を参照してください。


表C-1 利用可能なインストーラ

	ファイル名	説明
	
wls1036_generic.jar

	
Javaがすでにインストールされているサポート対象のプラットフォーム上のインストール用。WebLogic ServerおよびCoherenceを含みます。JDKは含みません。


	
wls1036_linux32.bin

	
Linux x86 32-ビットマシン上でのインストール用。WebLogic Server、Coherence、Sun SDK 1.6.0およびOracle JRockit 1.6.0を含みます。


	
wls1036_linux64.bin

	
Linux x86 64ビット・マシンへのインストール用。WebLogic Server、CoherenceおよびOracle JRockit 1.6.0は含みます。


	
wls1036_solaris32.bin

	
Solaris 32ビット・マシン上でのインストール用。WebLogic Server、Coherence、Sun SDK 1.6.0およびOracle JRockit 1.6.0を含みます。


	
wls1036_win32.exe

	
Windows 32ビット・マシン上でのインストール用。WebLogic Server、Coherence、Sun SDK 1.6.0およびOracle JRockit 1.6.0を含みます。


	
wls1036_upgrade_generic.jar

	
WebLogic Serverバージョン10.3.xインストールからバージョン10.3.6にアップグレードする汎用アップグレード・インストーラ。


	
wls1036_upgrade_linux32.bin

	
WebLogic Serverバージョン10.3.xインストールからバージョン10.3.6にアップグレードするLinux 32ビット・アップグレード・インストーラ。


	
wls1036_upgrade_solaris32.bin

	
WebLogic Serverバージョン10.3.xインストールからバージョン10.3.6にアップグレードするSolaris 32ビット・アップグレード・インストーラ。


	
wls1036_upgrade_win32.exe

	
WebLogic Serverバージョン10.3.xインストールからバージョン10.3.6にアップグレードするWindows 32ビット・アップグレード・インストーラ。


	
wls1036_dev.zip

	
WebLogic Serverでのアプリケーション開発に必要なすべてのアーティファクトを含む完全なWebLogic Serverインストールを展開する開発専用インストーラ。このインストーラは本番向けではありません。Windows、LinuxまたはMac OS Xマシンでインストールできます。詳細は、付録B「開発専用インストール」を参照してください。


	
wls1036_dev_supplemental.zip

	
開発専用インストーラ(wls1036_dev.zip)を補助する追加ファイルが含まれます。詳細は、付録B「開発専用インストール」を参照してください。













D WebLogic ServerとJDK 7の併用


WebLogic ServerにはJDK 7が同梱されません。この付録では、JDK 7を実装してWebLogic Serverを使用するために実行する必要がある手順について説明します。また、JDK 7とともにWebLogic Serverを使用する際に発生する可能性がある問題についても説明します。

WebLogic Serverで使用するためにJDK 7をインストールする前に、JDK 7の使用時に発生する可能性がある次の問題を確認してください。

	
場合によっては、新しいJVMでPermGenのスペースがさらに必要になり、これによってPermGenエラーが発生する可能性があります。このエラーが発生する場合、次の2つのオプションのいずれかを使用して問題を解決します。

	
javaコマンドを使用してWebLogic Serverを起動する場合は、次のオプションをコマンドに含めます。

-XX:MaxPermSize=350m


	
startWebLogic.sh (UNIX)またはstartWebLogic.cmd (Windows)を使用してWebLogic Serverを起動する場合は、コマンドを発行する前に、MEM_ARGS環境変数を次のように設定します。

UNIXの場合

USER_MEM_ARGS="-Xms32m -Xmx200m -XX:MaxPermSize=350m"

export MEM_ARGS

Windowsの場合

set USER_MEM_ARGS=-Xms32m -Xmx200m -XX:MaxPermSize=350m





	
場合によっては、新しいコンパイラによってサイズの大きいバイト・コードが生成されます。サイズの大きいメソッドの制限容量は、1つのメソッドごとに64KBまでです。この場合、メソッドのリファクタリングを実行する必要があります。


	
内部パッケージsun.*のクラスや、以前のバージョンのJVMでは非推奨としてマークされていたクラスは削除された可能性があります。アプリケーションによってこれらの削除されたメソッドが使用される場合、ClassNotFound例外が発生します。


	
JDBC 4.1メソッドは、JDK 7を実装したWebLogic Serverでは現在サポートされていません。これらのメソッドを呼び出すと、SQLExceptionが発生し、メソッドがサポートされていないことを示します。




WebLogic Serverをインストールする前に、次の手順を実行します。

	
ご使用のプラットフォームにあわせて適切なJDK 7を次のURLからダウンロードします。

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/java-se-jdk-7-download-432154.html


	
JDKをインストールします。


	
JAVA_HOMEがインストール済のJDK 7をポイントするように設定します。


	
PATHが$JAVA_HOME/binをポイントするように設定します。


	
WebLogic Serverのインストール時に、「カスタム」インストールを選択します。「JDKの選択」の場合は、「バンドルされているJDK」エントリの選択を解除し、「ローカルJDK」セクションで、JAVA_HOMEディレクトリを参照して選択します。

	
「インストール・タイプの選択」画面で、「カスタム」オプションを選択します。


	
「JDKの選択」画面で、「バンドルされているJDK」エントリの選択を解除し、「ローカルJDK」セクションで、JAVA_HOMEディレクトリを参照して選択します。





	
WebLogic Serverのインストール後、次のファイルをMW_HOME/modulesからJAVA_HOME/jre/lib/endorsedへコピーします。MW_HOMEは、ミドルウェア・ホーム・ディレクトリです。

javax.annotation_1.0.0.0_1-0.jar

javax.xml.bind_2.1.1.jar

javax.xml.ws_2.1.1.jar




	
注意:

JAVA_HOMEを変更できない場合は、新しいディレクトリを作成してこれらのJARファイルのみをコピーし、このディレクトリをポイントするように次のシステム・プロパティを設定して、当該ライブラリをロードすることをお薦めします。


-Djava.endorsed.dirs=<Libs_Absolute_Path>
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